
来
年
１
０
月
、
購
入
時
は
１
年

　
【
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
共
同
】

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
に

決
ま
っ
た
本
庶
佑
・
京
都
大

特
別
教
授
が
６
日
午
後
（
日

本
時
間
６
日
夜
）、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
カ
ロ
リ
ン
ス
カ

研
究
所
で
の
公
式
記
者
会
見

で
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
は

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
が
免
疫
療

法
で
治
療
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

　

会
見
に
は
共
同
受
賞
者
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
リ
ソ
ン
米

テ
キ
サ
ス
大
教
授
も
同
席
。

２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
開
発
に
関

わ
っ
た
が
ん
治
療
薬
の
併
用

　
【
共
同
】
政
府
、
与
党
は
７
日
、
自
動
車
関
連
税
制
の
２
０
１
９
年
度
改
正
案
の

全
容
を
固
め
た
。
持
ち
主
が
毎
年
納
め
る
自
動
車
税
は
、
１
９
年
１
０
月
の
消
費

税
増
税
後
に
買
う
新
車
か
ら
千
〜
４
５
０
０
円
を
恒
久
的
に
引
き
下
げ
、
減
税
規

模
は
最
終
的
に
約
１
３
２
０
億
円
と
な
る
。
購
入
時
に
課
す
新
た
な
税
金
は
１
年

間
に
限
り
１
％
下
げ
る
。
新
車
の
場
合
に
は
増
税
後
の
購
入
の
方
が
有
利
に
な
る

仕
組
み
と
し
、
販
売
や
景
気
を
税
制
面
で
下
支
え
す
る
。

自
動
車
税
１
３
０
０
億
円
規
模

最大４５００円恒久減税
本
庶
氏
、
免
疫
の
力
で

が
ん
治
療
「
５
０
年
ま
で
に
」

入
管
法
改
正
案
成
立
へ

外
国
人
就
労
、
来
春
か
ら
拡
大

入
れ
を
見
込
む
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
野
党
が

提
出
し
た
横
山
信
一
参
院
法

務
委
員
長
の
解
任
決
議
案
と

山
下
貴
司
法
相
に
対
す
る
問

責
決
議
案
は
、
参
院
本
会
議

で
与
党
な
ど
の
反
対
多
数
で

否
決
さ
れ
た
。
野
党
は
安
倍

晋
三
首
相
に
対
す
る
問
責
決

議
案
も
提
出
。
与
党
は
否
決

後
、
法
務
委
員
会
で
改
正
案

採
決
を
強
行
す
る
構
え
だ
。

１
０
日
の
国
会
会
期
末
を
に

ら
ん
だ
与
野
党
攻
防
は
最
終

局
面
を
迎
え
た
。

　

改
正
法
は
一
定
技
能
が
必

要
な
業
務
に
就
く
「
特
定
技

能
１
号
」
と
熟
練
技
能
が
必

要
な
業
務
に
就
く「
同
２
号
」

の
在
留
資
格
を
新
設
。
１
号

の
資
格
取
得
は
日
本
語
試
験

と
技
能
試
験
で
の
合
格
が
必

要
で
、
３
年
以
上
の
技
能
実

習
経
験
が
あ
れ
ば
無
試
験
で

移
行
で
き
る
。
在
留
は
通
算

５
年
ま
で
。
２
号
は
高
難
度

の
技
能
試
験
に
合
格
す
る
必

要
が
あ
り
、
在
留
期
限
更
新

や
家
族
帯
同
が
可
能
だ
。

　

他
の
手
段
で
人
手
不
足
を

補
え
な
い
場
合
に
受
け
入

れ
を
認
め
、
１
号
に
対
す
る

人
工
知
能
が
盤
ゲ
ー
ム
制
覇

碁
将
棋
チ
ェ
ス
の
ソ
フ
ト
破
る

　
【
共
同
】
在
留
資
格
を
新

設
し
て
外
国
人
労
働
者
受
け

入
れ
を
拡
大
す
る
入
管
難
民

法
な
ど
の
改
正
案
は
８
日
未

明
に
、
与
党
な
ど
の
賛
成
多

数
に
よ
り
参
院
本
会
議
で
可

決
、
成
立
す
る
見
通
し
だ
。

施
行
は
来
年
４
月
１
日
。
建

設
業
や
介
護
業
な
ど
１
４
業

種
が
対
象
で
、
深
刻
な
人
手

不
足
を
理
由
に
、
高
度
専

門
職
に
限
定
し
て
い
た
従
来

施
策
を
転
換
す
る
。
政
府
は

５
年
目
ま
で
の
累
計
で
最
大

３
４
万
５
１
５
０
人
の
受
け

日
本
語
教
育
や
生
活
の
支
援

も
受
け
入
れ
先
に
義
務
付
け

た
。

　

業
種
別
受
け
入
れ
人
数
や

受
け
入
れ
先
に
求
め
る
基
準

と
い
っ
た
重
要
項
目
の
多

く
は
政
省
令
な
ど
に
委
ね
ら

れ
、
国
会
の
監
視
が
行
き
届

か
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

法
施
行
前
に
政
省
令
を
含
め

て
国
会
報
告
さ
せ
る
と
の
大

島
理
森
衆
院
議
長
の
裁
定

に
、
安
倍
首
相
は
応
じ
る
考

え
を
示
し
て
い
る
。

　

法
務
省
の
入
国
管
理
局
を

格
上
げ
し
、
新
た
に
出
入
国

在
留
管
理
庁
を
設
け
る
。

　

強
引
に
審
議
を
進
め
た
政

府
、
与
党
に
対
し
、
反
対
す

る
野
党
は
「
拙
速
だ
」
と
徹

底
抗
戦
。
政
府
が
新
資
格
へ

の
移
行
を
多
く
見
込
む
技
能

実
習
生
に
つ
い
て
、
長
時
間

労
働
や
賃
金
不
払
い
の
是
正

を
先
行
す
べ
き
だ
と
し
た
。

国
会
審
議
で
は
、
失
踪
し
た

実
習
生
に
対
す
る
法
務
省
の

ず
さ
ん
な
調
査
実
態
も
判

明
。
山
下
氏
は
違
法
性
が
疑

わ
れ
る
受
け
入
れ
先
の
調
査

を
指
示
し
た
。

鎮
魂
の
光
、

夜
空
照
ら
す

２
４
回
目
の
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ

政
府
、
中
国
通
信
２
社
排
除
へ

「
安
保
に
考
慮
」
来
週
確
認

各
種
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
準

備
し
て
お
り
、
一
段
と
予
算

が
膨
ら
む
要
因
と
な
る
。

　
【
共
同
】
政
府
は
、
中
国

通
信
機
器
大
手
の
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
と
中
興

通
訊
（
Ｚ
Ｔ
Ｅ
）
の
製
品
を

政
府
調
達
か
ら
事
実
上
、
排

除
す
る
方
針
を
固
め
た
。
２

社
が
中
国
情
報
機
関
と
の
結

び
付
き
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
。
１
０
日

に
も
各
府
省
庁
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
対
策
担
当
者
に
よ
る
会

議
を
開
き
、
確
認
す
る
。
た

だ
日
中
関
係
に
配
慮
し
て
２

社
を
名
指
し
せ
ず
、
申
し
合

わ
せ
の
内
容
は
「
安
全
保
障

上
の
観
点
を
考
慮
す
る
」
と

い
っ
た
表
現
に
と
ど
め
る
方

向
だ
。政
府
関
係
者
が
７
日
、

明
ら
か
に
し
た
。

　

米
国
政
府
は
中
国
側
が
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
関
与
し
て
い

る
と
非
難
し
、
対
抗
措
置
を

強
め
て
お
り
、
日
本
も
同
盟

国
と
し
て
歩
調
を
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
と

日
米
合
同
で
犠
牲
者
追
悼

ハ
ワ
イ
、
真
珠
湾
攻
撃
７
７
年

み
ら
れ
る
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
７
日

の
記
者
会
見
で
、
政
府
調
達

公式記者会見で笑顔を
見せる本庶佑・京都大
特別教授＝６日、ストッ
クホルム（共同）

な
ど
で
効
果
が
上
が
る
こ
と

を
紹
介
。
免
疫
療
法
が
今
後

の
治
療
の
か
ぎ
に
な
る
と

し
、「
完
全
に
が
ん
が
消
せ

な
く
て
も
、
増
殖
を
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
語
っ
た
。

　

本
庶
氏
は
共
同
受
賞
を

「
喜
び
だ
」
と
し
た
上
で
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
再
会
で

き
た
こ
と
に
つ
い
て
「
初
め

て
会
っ
た
の
は
彼
の
家
に
共

同
研
究
を
申
し
込
み
に
行
っ

た
と
き
。で
も
彼
は
断
っ
た
」

と
、
冗
談
で
会
場
の
笑
い
を

誘
っ
た
。

と
、
フ
ィ
ッ
ト
（
ホ
ン
ダ
）

の
新
車
を
１
３
年
保
有
し
た

場
合
、
消
費
税
増
税
を
考
え

て
も
支
払
う
税
金
は
通
算
で

３
万
７
４
４
０
円
減
る
。
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
の

ア
ク
ア
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

で
は
１
万
８
９
４
０
円
の
メ

リ
ッ
ト
が
出
る
。

　

エ
コ
カ
ー
関
連
で
は
、
車

検
時
に
か
か
る
自
動
車
重
量

税
は
現
在
、
新
車
の
２
割
強

が
２
回
目
の
車
検
ま
で
免
税

だ
が
、電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

な
ど
に
限
定
。
自
動
車
税
の

特
例
も
Ｅ
Ｖ
中
心
に
絞
る
。

こ
れ
ら
の
財
源
に
加
え
て
ガ

ソ
リ
ン
税
収
の
一
部
を
地
方

に
配
る
制
度
を
拡
充
す
る
。

自
動
車
業
界
は
３
千
億
円
規

模
の
恒
久
減
税
を
求
め
て
調

整
が
続
い
た
が
、
こ
の
案
を

受
け
入
れ
る
見
通
し
だ
。

　

一
方
、
消
費
税
増
税
対
策

と
し
て
環
境
性
能
の
高
い
バ

イ
ク
の
購
入
者
に
対
し
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
と
交
換
で
き

る「
二
輪
車
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」

を
付
与
す
る
制
度
の
導
入
案

が
与
党
内
で
急
浮
上
し
て
い

る
。
中
小
販
売
店
の
多
い
バ

イ
ク
市
場
を
支
え
る
目
的
だ

が
、
政
府
は
既
に
住
宅
な
ど

　

こ
れ
ら
の
税
金
は
地
方
税

な
の
で
、
減
税
は
自
治
体
に

と
っ
て
減
収
要
因
と
な
る
。

こ
の
た
め
燃
費
性
能
の
良
い

車
向
け
の「
エ
コ
カ
ー
減
税
」

を
縮
小
し
た
り
、
国
の
持
つ

財
源
を
地
方
に
渡
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
減
収
分
を
埋
め

合
わ
せ
る
。

　

自
動
車
税
の
引
き
下
げ
は

１
９
年
１
０
月
以
降
に
新
規

登
録
し
た
乗
用
車
が
対
象
。

小
型
車
に
重
点
を
置
き
、
排

気
量
１
０
０
０
ｃ
ｃ
以
下

は
年
税
額
２
万
９
５
０
０

円
を
２
万
５
千
円
に
下

げ
、
１
０
０
０
ｃ
ｃ
超
〜

１
５
０
０
ｃ
ｃ
は
４
千
円
下

げ
る
。
た
だ
ト
ラ
ッ
ク
や
中

古
車
は
対
象
に
せ
ず
、
軽
自

動
車
税
も
変
わ
ら
な
い
。
年

１
０
０
億
円
程
度
の
減
税
が

積
み
重
な
り
、
買
い
替
え
が

進
ん
だ
１
３
年
後
に
は
計
約

１
３
２
０
億
円
と
な
る
。

　

今
の
自
動
車
取
得
税
を
引

き
継
ぐ
新
税「
環
境
性
能
割
」

（
車
体
価
格
の
０
〜
３
％
）

は
２
０
年
９
月
ま
で
税
率
を

０
〜
２
％
と
す
る
。

　

政
府
が
現
行
の
価
格
や
性

能
を
基
に
作
っ
た
改
正
効
果

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
る

方
針
に
関
す
る
事
実
確
認
は

避
け
つ
つ
「
政
府
機
関
の
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

確
保
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
し
っ
か
り
取

り
組
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
【
ホ
ノ
ル
ル
共
同
】
太
平

洋
戦
争
の
戦
端
を
開
い
た
旧

日
本
軍
に
よ
る
１
９
４
１
年

１
２
月
の
真
珠
湾
攻
撃
か
ら

７
７
年
を
前
に
、
日
米
合
同

の
戦
没
者
の
追
悼
式
典
が
６

日
、
当
時
標
的
と
な
っ
た

米
ハ
ワ
イ
州
・
真
珠
湾
内
の

フ
ォ
ー
ド
島
で
行
わ
れ
、
イ

ゲ
州
知
事
や
米
軍
関
係
者
ら

約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
。

　

近
く
で
は
同
日
、
医
師
菅

　
【
共
同
】
米
グ
ー
グ
ル
傘

下
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
開

発
企
業
、
デ
ィ
ー
プ
マ
イ
ン

ド
社
の
最
新
ソ
フ
ト
「
ア
ル

フ
ァ
ゼ
ロ
」
が
独
学
で
囲
碁

と
将
棋
、
チ
ェ
ス
を
マ
ス

タ
ー
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー

ム
で
最
強
と
さ
れ
る
旧
型
の

ソ
フ
ト
を
打
ち
破
っ
た
と
、

６
日
付
米
科
学
誌
サ
イ
エ
ン

ス
電
子
版
で
同
社
が
発
表
し

た
。
旧
型
に
勝
て
る
よ
う
に

な
る
ま
で
２
〜
３
０
時
間

だ
っ
た
。

野
寛
也
さ
ん
＝
静
岡
市
＝
が

続
け
る
、
米
兵
の
遺
品
を

使
っ
た
恒
例
の
慰
霊
祭
も
開

催
さ
れ
、
遺
品
で
あ
る
黒
焦

げ
の
水
筒
に
入
れ
た
バ
ー
ボ

ン
を
真
珠
湾
の
ボ
ー
ト
上
か

ら
海
に
注
ぎ
、
犠
牲
者
を

悼
ん
だ
。
ハ
ワ
イ
の
学
生
や

交
流
を
続
け
る
新
潟
県
長
岡

市
の
高
校
生
、
米
退
役
軍
人

ら
計
約
２
０
０
人
も
参
加
し

た
。

　

日
米
合
同
の
追
悼
式
典
は

２
０
１
６
年
１
２
月
か
ら
始

ま
り
今
年
で
３
回
目
。
伊
藤

康
一
駐
ホ
ノ
ル
ル
総
領
事
は

「
海
軍
の
支
援
で
今
年
も
実

現
で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

海
軍
高
官
も
「
お
互
い
の
努

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
か
つ

て
敵
同
士
だ
っ
た
国
が
一
緒

に
慰
霊
で
き
る
」と
応
じ
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
と
オ
バ
マ

大
統
領
（
当
時
）
は
最
初
の

合
同
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
た

後
の
１
６
年
１
２
月
末
、
共

に
真
珠
湾
で
「
和
解
の
力
」

を
発
信
。
追
悼
式
典
に
は
双

方
が
恩
讐
を
乗
り
越
え
て
強

固
な
同
盟
関
係
を
構
築
、
維

持
し
て
い
る
こ
と
を
内
外
に

示
す
狙
い
が
あ
る
。

　

攻
撃
当
日
に
当
た
る
７
日

の
朝
に
も
米
軍
な
ど
に
よ
る

追
悼
式
典
が
開
か
れ
、
多

数
の
退
役
軍
人
ら
が
出
席
す

る
。

真珠湾で犠牲者を供養する菅野寛也さん＝６日、米ハワイ州・真珠湾（共同）

　
【
共
同
】
阪
神
大
震
災
の

記
憶
を
伝
え
、
犠
牲
者
を
鎮

魂
す
る
光
の
祭
典
「
神
戸
ル

ミ
ナ
リ
エ
」
が
７
日
、
神

戸
市
中
央
区
の
旧
外
国
人
居

留
地
と
東
遊
園
地
で
始
ま
っ

た
。
今
年
で
２
４
回
目
。
聖

堂
や
塔
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

き
ら
び
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
冬
の
夜
空
を
照
ら

し
た
。

　

午
後
６
時
、
旧
外
国
人
居

留
地
に
鐘
の
音
が
響
き
、
過

去
最
多
と
な
る
約
５
１
万
個

の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
）
が
一
斉
に
点
灯
。
大
聖

堂
の
内
側
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
を
は
め
込
ん
だ
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
の
装
飾
作
品
（
高
さ

約
１
１
メ
ー
ト
ル
）
や
ア
ー

チ
１
６
基
が
並
び
、
長
さ
約

２
７
０
メ
ー
ト
ル
の
通
り
を

光
が
包
ん
だ
。

　

震
災
で
友
人
や
同
僚
を
亡

く
し
た
と
い
う
神
戸
市
垂
水

区
の
主
婦
竹
谷
嘉
代
美
さ

ん
（
７
６
）
は
「
毎
年
こ
こ

に
来
る
と
自
分
が
生
か
さ
れ

た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
感
じ

る
。多
く
の
来
場
者
を
見
て
、

震
災
は
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い

と
思
え
た
」
と
涙
ぐ
ん
だ
。

　

兵
庫
県
伊
丹
市
の
主
婦
由

井
恵
子
さ
ん
（
４
６
）
は

「
震
災
か
ら
２
０
年
以
上
が

す
ぎ
、
息
子
に
震
災
の
話
を

す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い

る
」
と
語
り
、
長
男
謙
介
君

（
８
）
と
明
か
り
を
見
上
げ

た
。

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】

中
米
諸
国
か
ら
米
国
を
目
指

し
て
い
る
移
民
集
団
（
キ
ャ

ラ
バ
ン
）
と
共
に
行
動
し
て

い
た
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
人
の
妊

婦
（
１
９
）
が
１
１
月
末
に

メ
キ
シ
コ
北
西
部
テ
ィ
フ
ア

ナ
か
ら
米
西
部
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
不

法
入
国
し
、
そ
の
後
病
院
で

男
児
を
出
産
し
た
。
Ａ
Ｐ
通

信
な
ど
が
６
日
ま
で
に
報
じ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

１
０
月
、
両
親
が
米
国
籍
を

持
た
な
く
て
も
米
国
で
出
生

し
た
子
ど
も
に
国
籍
を
与
え

る
「
出
生
地
主
義
」
制
度
の

廃
止
検
討
を
表
明
。
専
門
家

や
人
権
団
体
は
憲
法
違
反
と

批
判
し
て
お
り
、
今
回
の
出

産
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。

　

報
道
な
ど
に
よ
る
と
、
女

性
は
妊
娠
中
だ
っ
た
１
０

月
、夫
（
２
０
）
と
息
子
（
２
）

と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
を
出
発
。

グ
ア
テ
マ
ラ
、
メ
キ
シ
コ
を

北
上
し
て
、
同
国
テ
ィ
フ
ア

ナ
に
到
着
。
メ
キ
シ
コ
人
か

ら
脅
さ
れ
る
な
ど
身
の
危
険

を
感
じ
た
た
め
家
族
と
１
１

月
２
６
日
に
国
境
の
フ
ェ
ン

ス
を
越
え
て
拘
束
さ
れ
、
米

当
局
に
難
民
申
請
を
行
っ

た
。

阪
神
大
震
災
の
記
憶
を
伝
え
、
犠
牲
者
を
鎮
魂
す
る
「
神

戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
開
幕
し
、
色
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が

る
光
の
ア
ー
チ
＝
７
日
夜
、
神
戸
市
中
央
区
（
共
同
）

　

本
庶
氏
は
１
０
日
の
授
賞

式
な
ど
関
連
行
事
に
出
席
す

る
た
め
、
５
日
午
後
６
時

す
ぎ
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
入

り
。
滞
在
先
の
ホ
テ
ル
玄
関

前
で
、
待
ち
構
え
た
数
多
く

の
報
道
陣
に
苦
笑
い
を
見
せ

た
。
６
日
午
前
に
は
他
の
受

賞
者
と
と
も
に
市
内
の
ノ
ー

ベ
ル
博
物
館
を
訪
れ
、
喫
茶

店
の
椅
子
の
裏
に
サ
イ
ン
す

る
恒
例
行
事
に
加
わ
っ
た
。

　

７
日
午
後
に
は
「
獲
得
免

疫
の
驚
く
べ
き
幸
運
」
と
題

し
た
記
念
講
演
を
行
う
。

　

３
種
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま

な
盤
ゲ
ー
ム
に
対
応
で
き

る
。
専
門
家
は
「
Ａ
Ｉ
は
盤

ゲ
ー
ム
を
制
覇
し
た
が
（
相

手
の
カ
ー
ド
が
見
え
な
い
）

ポ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム

は
難
し
い
だ
ろ
う
。
大
勢
で

遊
ぶ
、
よ
り
複
雑
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
へ
の
挑

戦
が
課
題
だ
」と
し
て
い
る
。

　

同
社
の
旧
作
ソ
フ
ト
「
ア

ル
フ
ァ
碁
」
は
過
去
の
人
の

デ
ー
タ
を
参
考
に
、
対
局
を

繰
り
返
し
て
戦
法
を
学
ん
で

い
た
。
２
０
１
６
年
に
は
、

手
数
が
極
端
に
多
く
、
形
勢

判
断
が
難
し
い
囲
碁
で
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ロ
棋
士

に
勝
ち
、
衝
撃
を
与
え
た
。

　

そ
の
後
、
ル
ー
ル
を
教
え

る
だ
け
で
学
び
、
人
の
棋
譜

を
必
要
と
し
な
い
ソ
フ
ト
に

進
化
。
囲
碁
だ
け
で
な
く
、

将
棋
や
チ
ェ
ス
で
も
同
じ
よ

う
な
勝
率
に
な
っ
た
。

　

岩
屋
毅
防
衛
相
も
会
見
で

「
安
全
保
障
上
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
万
全
を
期
し
て
い

く
の
は
当
然
だ
」と
語
っ
た
。

担
当
者
に
よ
る
と
、
防
衛
省

は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
部

分
で
大
手
２
社
の
製
品
を
使

用
し
て
い
な
い
と
い
う
。

　

２
社
を
巡
っ
て
は
、
米
国

が
８
月
に
成
立
し
た
国
防
権

限
法
で
「
中
国
情
報
機
関
と

関
連
が
あ
る
」
と
し
て
、
２

社
の
製
品
を
米
政
府
機
関
が

使
う
こ
と
を
禁
じ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
も
「
第
５

世
代
（
５
Ｇ
）」
と
呼
ば
れ

る
高
速
大
容
量
通
信
網
整
備

へ
の
２
社
の
参
加
を
禁
止
し

た
。
米
国
が
日
本
な
ど
同
盟

国
に
対
し
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ

の
製
品
を
使
わ
な
い
よ
う
説

得
工
作
を
始
め
た
と
の
米
紙

報
道
も
あ
る
。

　

日
本
政
府
関
係
者
は
「
２

社
は
世
界
的
に
中
国
政
府
と

の
関
係
が
警
戒
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
日
中
関
係
改
善

の
流
れ
に
水
を
差
さ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

　

１
６
日
ま
で
の
開
催
で
、

平
日
は
午
後
６
時
ご
ろ
、
土

日
は
午
後
５
時
ご
ろ
か
ら
点

灯
す
る
。

移
民
女
性
が
不

法
入
国
後
出
産

妊
娠
中
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
移
動
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保
守
イ
メ
ー
ジ
の
否
定
に
躍
起
も

い
」
と
し
た
の
が
法
定
最
低

運
賃
表
だ
。

　

法
定
最
低
運
賃
制
定
は
、

ま
ず
テ
メ
ル
大
統
領
に
よ
る

暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）
の
形
で
出

さ
れ
、
そ
の
後
、
議
会
が
承

認
し
て
い
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
先
月
、
輸
送

業
者
の
声
に
応
じ
る
形
で
、

法
定
最
低
賃
金
を
破
っ
た
際

の
罰
金
を
定
め
て
い
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
法
定
最
低
運

賃
よ
り
低
い
金
額
で
輸
送
さ

せ
て
い
た
業
者
は
、
最
低
運

賃
と
の
差
額
の
２
倍
の
罰
金

を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
あ

り
、
罰
金
額
は
、
５
５
０
レ

ア
ル
か
ら
１
万
５
０
０
レ
ま

で
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
輸
送
費
を
法
定

最
低
輸
送
費
以
下
で
契
約
し

た
業
者
を
摘
発
し
、
罰
金
を

課
す
権
利
は
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
は

な
い
と
い
う
の
が
フ
ク
ス
判
事

の
判
断
で
、
仮
判
決
は
、
来

年
開
か
れ
る
最
高
裁
大
法
廷

で
の
審
理
ま
で
有
効
だ
。

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
は
６
日
、
女
性
家
族
人
権
相
に
福
音

派
牧
師
の
ダ
マ
レ
ス
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
氏
を
指
名
し
た
。
女
性
で
は
２
人
目
の
次
期

閣
僚
入
り
だ
が
、
早
速
物
議
を
か
も
し
て
い
る
。
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

マ
グ
ノ
氏
は
失
望
を
隠
せ

ず
に
い
る
が
、
ダ
マ
レ
ス
氏

は
同
氏
の
側
近
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ダ
マ
レ
ス
氏
は

「
中
絶
に
は
一
切
反
対
」
と

の
立
場
を
取
っ
て
い
る
人
物

で
、「
女
性
の
権
利
」
の
促

進
を
目
指
す
省
の
長
と
し
て

適
切
な
の
か
、
と
い
う
世
論

も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
指
名

の
か
な
り
前
か
ら
就
任
が
噂

さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
福

音
派
で
超
保
守
の
女
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
。

　

６
日
に
次
期
官
房
長
官
の

オ
ニ
キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
ー
ニ

氏
ら
と
会
見
し
た
ダ
マ
レ
ス

氏
は
、
そ
う
し
た
噂
を
取
り

消
す
よ
う
に
「
女
性
の
給
与

は
男
性
と
同
じ
で
あ
る
べ
き

だ
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
団
体
と

も
良
好
な
関
係
を
築
い
て
行

き
た
い
」
と
し
、
自
身
が
職

務
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

だ
が
、「
自
分
の
省
の
問

題
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
、
妊
娠
中
絶
に
関
し
て
は

相
変
わ
ら
ず
、「
プ
ロ
・
ラ

イ
フ
」
の
立
場
か
ら
反
対
を

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領

の
政
党
、
社
会
自
由
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｌ
）
の
下
院
リ
ー
ダ
ー
の

座
を
巡
り
、
喧
嘩
が
勃
発
し

て
い
る
。
そ
の
座
を
争
っ
て

い
る
の
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

の
三
男
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏

と
、
ネ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
有
名
に
な
っ
た

唱
え
た
。
伯
国
で
は
、
妊
婦

の
体
に
死
の
危
険
性
が
あ
る

場
合
、
胎
児
が
無
脳
症
の
場

合
、
強
姦
に
よ
る
妊
娠
で
あ

る
場
合
に
限
り
、
妊
娠
中
絶

が
合
法
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
ダ
マ
レ
ス

氏
が
「
こ
れ
か
ら
は
教
会
が

国
を
治
め
る
時
代
」
と
も
発

言
し
た
こ
と
が
、
伯
字
紙
の

見
出
し
を
飾
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
法
務

省
の
管
轄
だ
っ
た
国
立
イ
ン

ジ
オ
保
護
財
団
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｉ
）
が
女
性
家
族
人
権
省
の

傘
下
と
な
っ
た
。
先
住
民
団

体
は
こ
の
件
に
対
す
る
不
満

を
示
し
、
６
日
に
抗
議
運
動

を
起
こ
し
て
い
る
。
先
住
民

た
ち
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
自

身
が
か
つ
て
発
言
し
た
「
先

住
民
の
居
住
区
な
ど
１
セ
ン

チ
平
方
た
り
と
も
増
や
さ
せ

中
絶
反
対
の
福
音
派
女
性
牧
師

　

輸
送
を
依
頼
す
る
側
の
農

家
な
ど
が
加
盟
す
る
伯
国
農

牧
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
は
、
９

月
６
日
に
法
定
最
低
運
賃
表

を
停
止
す
る
要
請
を
出
し
て

い
た
。
フ
ク
ス
判
事
の
仮
判

決
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た

格
好
だ
。

　

フ
ク
ス
判
事
は
、
農
牧
供

給
省
作
成
の
報
告
書
に
も
言

及
し
、「
法
定
最
低
運
賃
が
、

国
内
向
け
農
産
物
の
価
格
を

上
げ
、
輸
出
時
の
価
格
競
争

力
も
低
下
さ
せ
て
い
る
」
と

な
っ
て
い
た
。

　

大
規
模
農
家
な
ど
、
輸
送

を
依
頼
す
る
側
に
輸
送
料
金

を
大
き
く
値
切
ら
れ
る
こ
と

を
、
個
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含

む
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
業
者
た
ち

は
不
満
に
思
っ
て
お
り
、
ス

ト
を
起
こ
し
た
。
輸
送
業
者

へ
の
〃
懐
柔
策
〃
と
し
て
、

輸
送
距
離
、
貨
物
の
重
量
な

ど
に
応
じ
て
、「
輸
送
費
を
こ

れ
よ
り
安
く
し
て
は
い
け
な

　

連
邦
最
高
裁
の
ル
イ
ス
・

フ
ク
ス
判
事
は
６
日
、「
貨

物
輸
送
の
法
定
最
低
運
賃
を

破
っ
た
場
合
に
、
国
家
陸
路

輸
送
庁
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
が
罰

金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
認
め

な
い
」
と
い
う
仮
判
決
を
出

し
た
と
、
６
、７
日
付
伯
字

各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

今
年
５
月
末
に
発
生
し
た

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
後
に
制

定
さ
れ
た
法
定
最
低
運
賃
表

は
、
定
期
的
に
更
新
さ
れ
て

お
り
、
守
ら
な
か
っ
た
場
合

は
罰
金
が
徴
収
さ
れ
る
事
に

「
社
会
の
勝
利
」と
農
牧
業
界

Ｂ
Ｈ
な
ど
で
雹
を
伴
う
大
雨

輸
送
業
界
、年
明
け
ス
ト
の
動
き
も

し
た
。
同
判
事
は
、
穀
物
輸

送
費
が
倍
以
上
に
な
り
、
と

う
も
ろ
こ
し
の
輸
出
量
が

３
４
％
も
落
ち
て
い
る
と
言

及
し
た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ａ
の
法
務
部
長
ル

ジ
ィ
・
フ
ェ
ラ
ス
氏
は
、
フ
ク

ス
判
事
の
仮
判
決
を
「
食
物

供
給
チ
ェ
ー
ン
、
輸
送
業
界

に
も
法
的
安
全
性
を
も
た
ら

す
も
の
で
、
Ｃ
Ｎ
Ａ
、
輸
送

業
者
、
社
会
全
体
の
勝
利
だ
」

と
評
価
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、「
法
定
最
低

運
賃
が
多
く
の
現
場
で
守
ら

れ
て
い
な
い
」
と
主
張
し
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
業
者
た
ち

は
、
５
月
の
ス
ト
の
時
と
同

様
、メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
の
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
を
利
用
し
て
、
再
度

の
ス
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

　

来
年
１
月
２
０
日
予
定
の

最
低
運
賃
表
改
定
日
の
２
日

後
、
１
月
２
２
日
が
ス
ト
予

定
日
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

暴
漢
に
襲
わ
れ
た
後
に
広
報

的
な
役
目
を
果
た
す
な
ど
、

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
も
つ

き
っ
き
り
だ
っ
た
マ
グ
ノ
・

マ
ウ
タ
上
議
（
共
和
党
・
Ｐ

Ｒ
）
の
閣
僚
入
り
を
信
じ
、

大
臣
枠
が
残
り
二
つ
に
な
っ

て
も
同
氏
入
閣
の
可
能
性
を

疑
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

５
日
、
選
挙
期
間
中
の
尽
力

に
感
謝
し
つ
つ
、「
現
時
点

で
適
切
な
人
材
と
は
思
わ
な

い
」
と
し
、
入
閣
の
可
能
性

を
否
定
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
未
成
年
女
子
へ
の
わ
い

せ
つ
行
為
で
同
氏
が
告
発
し

た
男
性
が
無
罪
と
さ
れ
た
こ

と
や
、
選
挙
期
間
中
に
小
型

機
を
使
っ
た
が
申
告
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
、
自
ら
の
入

閣
の
可
能
性
を
言
い
ふ
ら
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

ルイス・フクス判事（Marcelo Camargo / Agencia Brasil）

６日のダマレス氏（Valter Campanato/Ag. Brasil）

先
住
民
は
早
速
抗
議
を
開
始

ミ ナ ス 州

や
し
な
い
」
と
の
言
葉
や
、

決
選
投
票
時
や
そ
の
後
に
先

住
民
保
護
区
襲
撃
な
ど
の
事

件
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
も

不
満
を
持
っ
て
い
る
。

　

ダ
マ
レ
ス
氏
は
先
住
民
居

住
区
の
問
題
に
関
し
て
も
、

「
今
後
、
話
し
合
い
の
必
要

が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

次
期
女
性
下
議
ジ
ョ
イ
セ
・

ハ
ッ
セ
ル
マ
ン
氏
だ
。
両
者

は
６
日
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
で

口
論
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
が

「
そ
ん
な
に
名
声
ば
か
り
欲

し
が
る
と
下
院
で
ば
か
に
さ

れ
る
ぞ
」
と
言
い
放
つ
と
、

ジ
ョ
イ
セ
氏
は
「
な
ぜ
自
分

が
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
て
決
め

付
け
る
の
。
他
の
人
と
争
う

の
が
民
主
主
義
よ
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
子
供
じ
み
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
流
す
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
討
論
し
ま
し
ょ
う
。
成

長
し
な
さ
い
！
」
と
言
い
返

し
た
。
傍
目
で
は
面
白
い
口

論
だ
が
、
肝
心
の
政
治
は
大

丈
夫
か
？
。

　
　
　
　
　

◎

　

６
日
、
聖
州
選
挙
裁
判
所

は
、
聖
市
市
会
議
員
の
カ
ミ

ロ
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ァ
ロ
被

告
（
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｂ
）
に
対
し
、
６
月
に
行

わ
れ
た
裁
判
に
続
き
、
議
員

罷
免
の
判
決
を
出
し
た
。
同

被
告
は
２
０
１
６
年
の
選
挙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際
、
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
た

違
法
の
献
金
６
千
万
レ
ア
ル

を
未
申
告
で
受
け
取
っ
た
と

し
て
、
判
事
投
票
全
員
か
ら

議
員
罷
免
の
判
決
を
受
け
た

の
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
て

い
た
が
、
結
果
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
同
被
告
の
正
式
な

罷
免
は
来
年
１
月
に
な
り
そ

う
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

４
日
、
聖
市
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
区
の
ア
フ
リ
ト
ス
礼
拝
堂

の
墓
地
跡
で
、
帝
政
時
代

の
奴
隷
の
も
の
と
思
し
き
骨

が
７
体
分
見
つ
か
っ
た
。
年

代
的
に
は
１
７
７
５
年
〜

１
８
５
８
年
の
も
の
だ
と
い

う
。
考
古
学
者
の
話
に
よ
る

と
、近
隣
の
別
の
建
物
に
も
、

当
時
の
奴
隷
の
骨
が
埋
め
ら

れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
と

い
う
。
同
地
区
の
過
去
を
知

る
上
で
も
興
味
深
い
。

　

伯
国
地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ

Ｇ
Ｅ
）
は
７
日
朝
、
１
１
月

の
広
範
囲
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
・
政
府
の
公
式

イ
ン
フ
レ
率
）
は
、
燃
料
価

格
や
電
気
代
の
値
下
が
り
も

あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
１
％

の
デ
フ
レ
だ
っ
た
事
を
発
表

し
た
。
同
日
付
各
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

単
月
度
の
イ
ン
フ
レ
率

が
こ
れ
ほ
ど
低
く
出
た
の

は
、
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
３
％

だ
っ
た
昨
年
６
月
以
来
で
、

１
１
月
の
数
値
と
し
て
は
、

１
９
９
４
年
の
レ
ア
ル
プ
ラ

ン
採
用
以
来
の
最
低
値
だ
っ

た
。

　

昨
年
１
２
月
か
ら
今
年

１
１
月
ま
で
の
、
直
近
１
２

カ
月
の
累
積
イ
ン
フ
レ
率
は

４
・
０
５
％
だ
。
こ
れ
は
中

銀
が
設
定
し
て
い
る
４
・５
％

±
１
・
５
％
以
内
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
今
年
１
月
か
ら

１
１
月
ま
で
の
累
積
イ
ン
フ

レ
率
は
３
・
５
９
％
だ
っ
た
。

昨
年
の
１
月
か
ら
１
１
月
ま

で
の
累
積
イ
ン
フ
レ
率
は
２
・

５
％
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
よ

り
も
１
・
０
９
％
ポ
イ
ン
ト

高
い
。

　

多
く
の
経
済
関
係
者
は
、

発
表
前
か
ら
こ
の
結
果
を
あ

る
程
度
予
想
し
て
い
た
。
ロ

イ
タ
ー
通
信
社
の
事
前
調
査

で
は
、
ア
ナ
リ
ス
ト
の
予
想

の
平
均
値
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

１
％
、
直
近
１
２
カ
月
累
積

は
４
・１
９
％
だ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
設
定
し
た

１
６
地
域
（
首
都
及
び
１
５

の
州
都
）
別
で
見
る
と
、
イ

ン
フ
レ
率
が
プ
ラ
ス
だ
っ

た
の
は
ゴ
イ
ア
ニ
ア
（
０
・

１
２
％
）
だ
け
だ
っ
た
。
ベ

レ
ン
は
０
％
で
、
残
り
１
４

地
域
で
は
デ
フ
レ
が
発
生

し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
算
出
で

３
０
％
以
上
の
比
重
を
占
め

る
聖
市
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
％

で
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
マ
イ
ナ

ス
０
・４
３
％
だ
っ
た
。

　

国
内
全
体
の
デ
フ
レ
に
最

も
影
響
し
た
の
は
、
マ
イ
ナ

ス
４
・
０
４
％
だ
っ
た
電
気

代
だ
。
１
１
月
全
体
の
マ
イ

ナ
ス
０
・
２
１
％
中
、
０
・

１
６
％
ポ
イ
ン
ト
分
は
電
気

代
の
マ
イ
ナ
ス
分
だ
。
１
１

月
は
電
気
代
追
加
料
金
が
、

「
赤
旗
」
か
ら
「
黄
旗
」
に

緩
和
さ
れ
て
い
た
。

　

６
〜
７
日
に
、
ミ
ナ
ス
・

ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
ベ
ロ
・
オ
リ

ゾ
ン
テ
大
都
市
圏
な
ど
が
豪

風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
少
な
く

と
も
１
人
の
死
者
が
出
た
と

６
〜
７
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

６
〜
７
日
の
雨
は
、
ウ
ベ

ル
ラ
ン
ジ
ア
で
６
日
午
後
６

〜
７
時
の
１
時
間
に
５
２
ミ

リ
、
ト
レ
ス
・
マ
リ
ア
ス
で

も
７
日
午
前
４
〜
７
時
の
３

時
間
に
１
３
４
・
６
ミ
リ
な

ど
、
集
中
豪
雨
型
で
、
雷
や

雹
も
観
測
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ウ
ベ
ル
ラ
ン
ジ
ア

で
は
６
日
午
後
５
〜
６
時
台

と
、
６
〜
７
時
台
に
時
速

６
６
キ
ロ
台
の
強
風
を
観

測
。
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
市

（
Ｂ
Ｈ
）
で
も
午
後
８
時
頃
、

時
速
５
２
キ
ロ
の
風
を
観
測

し
た
。

　

ミ
ナ
ス
州
の
雨
は
寒
冷
前

線
の
通
過
に
伴
う
も
の
だ
。

Ｂ
Ｈ
の
場
合
、
７
日
朝
は
日

も
差
し
た
が
、
午
後
か
ら
ま

た
強
い
雷
雨
と
な
る
な
ど
、

不
安
定
な
状
態
が
続
い
て
い

る
。
週
末
も
、
中
・
東
部
、

北
部
を
中
心
に
強
い
雨
が
降

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
雨
に
よ
り
、
Ｂ
Ｈ
大

都
市
圏
な
ど
で
は
各
地
で
洪

水
、
冠
水
、
倒
木
な
ど
が
起

き
、
少
な
く
と
も
１
人
が
死

亡
し
た
。

　

死
者
が
出
た
の
は
Ｂ
Ｈ
市

内
の
ノ
ッ
サ
・
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・

ド
・
カ
ル
モ
大
通
り
で
、
６

日
夕
刻
に
起
き
た
倒
木
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
直
撃
さ
れ
、

運
転
手
の
ラ
ヌ
ル
・
ピ
エ

レ
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
氏
が
犠
牲

と
な
っ
た
。

　

仕
事
帰
り
に
バ
ス
で
通
り

か
か
っ
た
エ
ン
リ
ケ
・
デ
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
は
、
倒
木

が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
直
撃
し

た
音
と
閃
光
が
ひ
ら
め
い
た

の
に
気
づ
き
、
バ
ス
を
停
め

て
も
ら
っ
て
救
助
に
駆
け
つ

け
た
。
子
供
達
が
車
中
で
叫

ぶ
声
に
混
じ
り
、
カ
ル
ネ
イ

ロ
氏
が
「
子
供
達
を
助
け
出

し
て
く
れ
！
」
と
繰
り
返
し

叫
ぶ
声
を
聞
い
た
。

　

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
は
最
初

に
、
最
前
列
で
座
席
に
挟
ま

れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
子

供
を
救
出
、
そ
の
足
で
運
転

手
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
た
が
、

カ
ル
ネ
イ
ロ
氏
は
も
う
事
切

れ
て
い
た
と
い
う
。
車
内
に

い
た
子
供
５
人
は
全
員
、
無

事
に
救
出
さ
れ
、
家
族
の
も

と
に
帰
っ
た
。

　

現
場
に
は
救
急
隊
も
駆
け

つ
け
た
が
、
倒
木
は
１
本
だ

け
で
な
く
、
電
線
も
切
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
救
出
作
業

は
困
難
を
極
め
た
。
別
の
木

が
直
撃
し
た
車
の
人
達
は
、

窓
を
破
っ
て
救
出
さ
れ
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
直
撃
し
た

木
と
バ
ス
は
、
７
日
に
な
っ

て
か
ら
撤
去
さ
れ
た
。

　

雹
や
強
風
で
屋
根
が
壊
れ

た
り
、
停
電
が
起
き
た
り
と

い
っ
た
被
害
も
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
雨
が
続
け
ば
、
土

砂
崩
れ
な
ど
へ
の
警
戒
も
必

要
と
な
る
。

　

聖
市
西
部
バ
ラ
・
フ
ン

ダ
で
５
日
に
公
文
書
偽
造

罪
で
捕
ま
っ
た
男
性
が
、

１
９
７
７
年
に
ス
ペ
イ
ン
で

テ
ロ
事
件
を
起
こ
し
て
亡
命

し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
７
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
男
性
の
本
名
は
カ

ル
ロ
ス
・
ガ
ル
シ
ア
・
フ

リ
ア
で
、
２
４
歳
だ
っ
た

１
９
７
７
年
１
月
２
４
日
に

マ
ド
リ
ッ
ド
で
起
き
た
「
ア

ト
チ
ャ
の
殺
戮
」
と
い
う
事

件
で
、
５
人
を
殺
害
し
た
。

こ
の
事
件
で
標
的
と
な
っ
た

の
は
、
ス
ペ
イ
ン
共
産
党
の

党
員
と
弁
護
士
だ
っ
た
。

　

ガ
ル
シ
ア
容
疑
者
は

１
９
３
年
の
実
刑
判
決
を
受

け
た
が
、
受
刑
開
始
１
４
年

後
に
条
件
付
の
釈
放
が
認
め

ら
れ
る
と
、
そ
の
ま
ま
パ
ラ

グ
ア
イ
に
向
か
っ
た
。
９
４

年
に
ス
ペ
イ
ン
の
司
法
当
局

か
ら
帰
国
命
令
が
出
さ
れ
た

が
、
無
視
し
て
、
逃
亡
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
６
年
に

ボ
リ
ビ
ア
で
麻
薬
密
輸
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
が
、
そ
の
釈

放
後
か
ら
、
行
方
が
全
く
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

連
邦
警
察
に
よ
る
と
、
国

際
警
察
に
勤
務
し
て
い
る
連

警
捜
査
官
の
捜
査
で
、
同
容

疑
者
が
偽
の
身
分
証
明
書
を

作
成
し
て
聖
市
に
住
ん
で
い

る
こ
と
と
住
所
が
判
明
。
身

元
を
確
認
し
た
後
に
逮
捕
に

至
っ
た
と
い
う
。

　

同
容
疑
者
は
取
り
調
べ

後
、
本
国
に
送
還
さ
れ
る
見

込
み
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月７日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8902  R$
買　3.8896  R$

円相場
売　0.0345  R$
買　0.0345  R$

次期人権局長にダマレス氏
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
福
音
派

議
員
た
ち
の
要
望
に
応
え
る

形
で
ダ
マ
レ
ス
氏
を
指
名
し

た
。
福
音
派
は
こ
の
指
名
に

満
足
は
示
し
た
が
、
彼
女
の

名
は
彼
ら
の
第
一
希
望
の
名

前
で
は
な
か
っ
た
。

　

福
音
派
は
当
初
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
副
候
補
に
名
前
が

挙
が
り
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が

マ
イ
ナ
ス
０
・
２
１
％
を
記
録

年
間
累
積
は
３
・５
９
％
に

倒
木
で
死
者
、
洪
水
被
害
も

ボウソナロ
最高裁フクス判事
「
最
低
運
賃
破
り
の
罰
金
」を
却
下

（２）２０１８年 第５１３９号 １２月 ８日 （土曜日）

１１月デフレ

ス
ペ
イ
ン
の
テ
ロ
リ
ス
ト
を
逮
捕

２
０
数
年
の
逃
亡
の
末
に

聖 市



　

昭
し
ょ
う

和わ

４
４
（
１
９
６
９
）
年ね

ん

、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

の
高こ

う

校こ
う

一い
ち

年ね
ん

生せ
い

が
同ど

う

級き
ゅ
う

生せ
い

の
Ａ
に
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
る
と
い
う
事じ

件け
ん

が
起お

き
た
。
Ａ

は
少

し
ょ
う

年ね
ん

院い
ん

に
収

し
ゅ
う

容よ
う

さ
れ
て
無む

償し
ょ
うの
教

き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
、
出

し
ゅ
っ

所し
ょ

後ご

、

大だ
い

学が
く

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
て
弁べ

ん

護ご

士し

に
な
り
、
現げ

ん

在ざ
い

は
裕ゆ

う

福ふ
く

に
暮く

ら
し

て
い
る
。
一い

っ

方ぽ
う

、
殺こ

ろ

さ
れ
た
高こ

う

校こ
う

一い
ち

年ね
ん

生せ
い

の
母は

は

親お
や

は
年ね

ん

金き
ん

頼だ
の

み

の
苦く

る

し
い
生せ

い

活か
つ

を
強し

い
ら
れ
て
い
る
が
、
Ａ
か
ら
は
謝し

ゃ

罪ざ
い

も
賠ば

い

償し
ょ
うも
な
い
。
Ａ
は
母は

は

親お
や

に
対た

い

し
て
、「
お
金か

ね

が
な
い
の
な
ら
貸か

し
て
や
る
。
印い

ん

鑑か
ん

証し
ょ
う

明め
い

と
実じ

つ

印い
ん

を
持も

っ
て
来こ

い
」
と
言い

い
放は

な
っ

た
と
い
う
。［
１
，
Ｐ
１
５
７
］

　

人じ
ん

権け
ん

を
十

じ
ゅ
う

二に

分ぶ
ん

に
保ほ

護ご

さ
れ
て
い
る
加か

害が
い

者し
ゃ

と
、
人じ

ん

権け
ん

を

無む

視し

さ
れ
て
い
る
被ひ

害が
い

者し
ゃ

と
の
矛む

盾じ
ゅ
んを
端た

ん

的て
き

に
表あ

ら
わ
し
て
い
る
実じ

つ

話わ

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
加か

害が
い

者し
ゃ

と
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

格か
く

差さ

に

は
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
も
の
が
あ
る
。

１
）
加か

害が
い

者し
ゃ

は
少

し
ょ
う

年ね
ん

院い
ん

や
刑け

い

務む

所し
ょ

で
衣い

食し
ょ
く

住じ
ゅ
うを
保ほ

証し
ょ
うさ
れ
、

病び
ょ
う

気き

に
な
っ
た
ら
、
治ち

療り
ょ
うも
た
だ
で
受う

け
ら
れ
る
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
犯は

ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

の
治ち

療り
ょ
うで
さ
え
、
自じ

分ぶ
ん

で
支し

払は
ら

わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

２
）
加か

害が
い

者し
ゃ

は
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

で
有ゆ

う

罪ざ
い

と
な
っ
て
も
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

か

ら
民み

ん

事じ

訴そ

訟し
ょ
うで
訴う

っ
た
え
ら
れ
な
い
限か

ぎ

り
、
慰い

謝し
ゃ

料り
ょ
う

支し

払は
ら

い
や
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うを
し
な
く
と
も
良よ

い
。

３
）
加か

害が
い

者し
ゃ

は
国く

に

の
費ひ

用よ
う

で
弁べ

ん

護ご

士し

を
つ
け
て
貰も

ら

い
、
法ほ

う

廷て
い

で

被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
責せ

き

任に
ん

を
押お

し
被か

ぶ

せ
る
よ
う
な
発は

つ

言げ
ん

も
で
き
る
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
何な

ん

の
発は

つ

言げ
ん

権け
ん

も
な
く
、
傍ぼ

う

聴ち
ょ
う

席せ
き

で
じ
っ
と
聴き

い
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
）
加か

害が
い

者し
ゃ

は
マ
ス
コ
ミ
で
の
氏し

名め
い

や
写し

ゃ

真し
ん

な
ど
の
公こ

う

開か
い

を
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵し

ん

害が
い

と
し
て
拒き

ょ

否ひ

で
き
る
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
も
な
く
、
実じ

つ

名め
い

・
写し

ゃ

真し
ん

報ほ
う

道ど
う

さ
れ
る
事こ

と

が
多お

お

い
。

５
）
刑け

い

期き

を
終お

え
た
加か

害が
い

者し
ゃ

は
出

し
ゅ
っ

所し
ょ

し
て
も
、
前ぜ

ん

科か

者し
ゃ

と
し

て
周

し
ゅ
う

囲い

に
知し

ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
逆ぎ

ゃ
くに
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
方ほ

う

は

加か

害が
い

者し
ゃ

の
出

し
ゅ
っ

所し
ょ

も
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

も
知し

ら
さ
れ
な
い
の
で
、
い
つ
お
礼れ

い

参ま
い

り
に
来こ

ら
れ
る
の
か
、
怯お

び

え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

幸さ
い
わい
、
犯は

ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

者し
ゃ

た
ち
の
運う

ん

動ど
う

に
よ
り
、
こ
う
し
た
ひ

ど
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは
是ぜ

正せ
い

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
人じ

ん

権け
ん

派は

と
呼よ

ば
れ
る
抵て

い

 
加か

害が
い

者し
ゃ

天て
ん

国ご
く

、

                   

被ひ

害が
い

者し
ゃ

地じ

獄ご
く

２００８年
ねん

６月
がつ

１５日
にち

版
ばん

抗こ
う

勢せ
い

力り
ょ
くが
加か

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

の
み
を
守ま

も

ろ
う
と
し
て
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

を
踏ふ

み
に
じ
っ
て
い
る
と
い
う
傾け

い

向こ
う

は
ま
だ
ま
だ
根ね

強づ
よ

い
。
こ
う
い
う
不ふ

正せ
い

義ぎ

を
少す

こ

し
で
も
無な

く
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一い
っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

が
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
よ
く
知し

る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。
今こ

ん

回か
い

は
、
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
掘ほ

り
下さ

げ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
経け

い

済ざ
い

面め
ん

で
の
加か

害が
い

者し
ゃ

天て
ん

国ご
く

ぶ
り
を
見み

て
み
よ
う
。

　

我わ

が
国く

に

の
犯は

ん

罪ざ
い

加か

害が
い

者し
ゃ

へ
の
支し

出し
ゅ
つは
年ね

ん

間か
ん

３
５
４
億お

く

円え
ん

に

上の
ぼ

る
。
そ
れ
に
対た

い

し
て
被ひ

害が
い

者し
ゃ
へ
の
支し

出し
ゅ
つは
１
１
億お

く

３
千ぜ

ん

万ま
ん

円え
ん

と
、
３
０
分ぶ

ん

の
１
に
過す

ぎ
な
い
。

　

３
５
４
億お

く

円え
ん

の
内う

ち

訳わ
け

は
以い

下か

の
通と

お

り
で
あ
る
。［
１
，
Ｐ

２
７
］

・
国こ

く

選せ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

費ひ

用よ
う

７
５
億お

く

７
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

（
平へ

い

成せ
い

１
７
年ね

ん

度ど

決け
っ

算さ
ん

）
矯き

ょ
う

正せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

費ひ

（
平へ

い

成せ
い

１
８
年ね

ん

度ど

予よ

算さ
ん

）
と
し
て

・
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

費ひ

１
６
５
億お

く

７
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

・
代だ

い

用よ
う

監か
ん

獄ご
く

内な
い

で
の
被ひ

告こ
く

人に
ん

の
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

費ひ

等な
ど

８
５
億お

く

２
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

・
被ひ

服ふ
く

費ひ

１
２
億お

く

２
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

・
入

に
ゅ
う

浴よ
く

費ひ

用よ
う

５
億お

く

円え
ん

・
医い

療り
ょ
う

費ひ

９
億お

く

６
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

・
受じ

ゅ

刑け
い

者し
ゃ

就し
ゅ
う

労ろ
う

支し

援え
ん

１
億お

く

７
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

　
こ
の
他ほ

か

に
刑け

い

務む

所し
ょ

や
少

し
ょ
う

年ね
ん

院い
ん

の
施し

設せ
つ

費ひ

を
「
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

費ひ

」
と

し
て
考か

ん
が
え
れ
ば
、「
衣い

食し
ょ
く

住じ
ゅ
う・
医い

療り
ょ
う・
教

き
ょ
う

育い
く

」
ま
で
の
完か

ん

璧ぺ
き

な
福ふ

く

祉し

社し
ゃ

会か
い

が
犯は

ん

罪ざ
い

加か

害が
い

者し
ゃ

に
は
約や

く

束そ
く

さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

国こ
く

選せ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

費ひ

用よ
う

は
、
ト
ン
デ
モ
な
い
弁べ

ん

護ご

士し

へ
の
報ほ

う

酬
し
ゅ
う

も
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
。
オ
ウ
ム
真し

ん

理り

教き
ょ
うの
松ま

つ

本も
と

智ち

津づ

夫お

の
審し

ん

理り

で

は
、
国こ

く

選せ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

が
重

じ
ゅ
う

箱ば
こ

の
隅す

み

を
つ
つ
く
よ
う
な
枝し

葉よ
う

末ま
っ

節せ
つ

の
尋じ

ん

問も
ん

を
繰く

り
返か

え

し
て
訴そ

訟し
ょ
うを
意い

図と

的て
き

に
遅ち

延え
ん

さ
せ
、
第だ

い

一い
っ

審し
ん

判は
ん

決け
つ

が
出で

る
ま
で
に
８
年ね

ん

近ち
か

く
か
か
っ
た
。
こ
の
間か

ん

に
弁べ

ん

護ご

士し

た
ち
は
国く

に

か
ら
４
億お

く

円え
ん

以い

上じ
ょ
うの
報ほ

う

酬し
ゅ
うを
得え

て
い
る
。［
Ａ
］

　

ま
た
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

光ひ
か
り

市し

母ぼ

子し

殺さ
つ

害が
い

事じ

件け
ん

は
、
１
８
歳さ

い

の
加か

害が
い

者し
ゃ

が
若わ

か

い
母は

は

親お
や

の
首く

び

を
絞し

め
て
殺こ

ろ

し
た
上う

え

で
レ
イ
プ
し
、
１
１

カ
月げ

つ

の
乳

に
ゅ
う

児じ

を
床ゆ

か

に
叩た

た

き
つ
け
て
、
用よ

う

意い

し
て
い
た
紐ひ

も

で
絞こ

う

殺さ
つ

す
る
と
い
う
残ざ

ん

忍に
ん

な
犯は

ん

罪ざ
い

だ
っ
た
［
Ｂ
］。
加か

害が
い

者し
ゃ

は
一い

ち

度ど

は
「
生

し
ょ
う

涯が
い

か
け
て
償つ

ぐ
ない
た
い
」
と
涙な

み
だな
が
ら
に
述の

べ
て
い
た
が
、

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

で
は
一い

っ

転て
ん

し
て
「
被ひ

害が
い

者し
ゃ

を
姦か

ん

淫い
ん

し
た
の
は
、
生い

き
返か

え

ら
せ
る
た
め
だ
っ
た
」な
ど
と
荒こ

う

唐と
う

無む

稽け
い

な
供

き
ょ
う

述じ
ゅ
つを
展て

ん

開か
い

し
た
。

こ
れ
も
弁べ

ん

護ご

人に
ん

ら
の
差さ

し
金が

ね

だ
ろ
う
。

　
こ
の
弁べ

ん

護ご

人に
ん

２
名め

い

は
、
弁べ

ん

論ろ
ん

期き

日じ
つ

に
「
日に

本ほ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
裁さ

い

判ば
ん

劇げ
き

の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ
る
」
こ
と
を
理り

由ゆ
う

に
裁さ

い

判ば
ん

を

欠け
っ

席せ
き

し
て
延え

ん

期き

ま
で
さ
せ
て
い
る
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
遺い

族ぞ
く

７
人に

ん

は
、

裁さ
い

判ば
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
た
め
に
、
仕し

事ご
と

を
休や

す

み
、
旅り

ょ

費ひ

・
宿

し
ゅ
く

泊は
く

費ひ

を
払は

ら

っ
て
、
上

じ
ょ
う

京き
ょ
うし
て
い
た
の
で
あ
る
。
遺い

族ぞ
く

の
本も

と

村む
ら

洋ひ
ろ
しさ
ん

は
「
弁べ

ん

護ご

人に
ん

の
と
っ
た
行こ

う

動ど
う

は
被ひ

害が
い

者し
ゃ

遺い

族ぞ
く

を
侮ぶ

辱じ
ょ
くし
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
法ほ

う

を
信し

ん

じ
て
い
る
国こ

く

民み
ん

を
も
侮ぶ

辱じ
ょ
くし
て
い
る
こ

と
だ
と
思お

も

い
ま
す
」
と
述の

べ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
国こ

く

選せ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

の
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

は
職

し
ょ
く

務む

に
忠

ち
ゅ
う

実じ
つ

な
人ひ

と

た

ち
だ
ろ
う
が
、
ご
く
一い

ち

部ぶ

の
人じ

ん

権け
ん

派は

弁べ
ん

護ご

士し

た
ち
は
好す

き
勝か

っ

手て

に
裁さ

い

判ば
ん

を
引ひ

き
延の

ば
し
て
、
国こ

く

費ひ

を
食く

い
物も

の

に
し
つ
つ
、
加か

害が
い

者し
ゃ

の
刑け

い

を
少す

こ

し
で
も
軽か

る

く
し
よ
う
と
画か

く

策さ
く

し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
受う

け
取と

れ
る
の
は
、
犯は

ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

者し
ゃ

等ら

給
き
ゅ
う

付ふ

金き
ん

１
１
億お

く

３
千ぜ

ん

万ま
ん

円え
ん（
平へ

い

成せ
い

１
７
年ね

ん

度ど

支し

給き
ゅ
う

裁さ
い

定て
い

額が
く

）で
、

加か

害が
い

者し
ゃ

の
衣い

服ふ
く

費ひ

に
も
満み

た
な
い
金き

ん

額が
く

で
あ
る
。

　
一い

っ

家か

の
大だ

い

黒こ
く

柱ば
し
らが
殺こ

ろ

さ
れ
て
も
、
遺い

族ぞ
く

に
支し

払は
ら

わ
れ
る
の
は

最さ
い

高こ
う

で
も
１
５
７
３
万ま

ん

円え
ん

で
、
平へ

い

均き
ん

は
４
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

余あ
ま

り
。
特と

く

に
被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
２
０
代だ

い

、
３
０
代だ

い

の
場ば

合あ
い

に
は
子こ

ど
も
が
い
て

も
、
５
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

程て
い

度ど

し
か
給

き
ゅ
う

付ふ

さ
れ
な
い
。
自じ

動ど
う

車し
ゃ

事じ

故こ

で

の
死し

亡ぼ
う

に
は
遺い

族ぞ
く

給き
ゅ
う

付ふ

と
し
て
３
千ぜ

ん

万ま
ん

円え
ん

が
支し

払は
ら

わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
低ひ

く

い
。

　

加か

害が
い

者し
ゃ

の
医い

療り
ょ
う

費ひ

は
９
億お

く

６
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

を
襲お

そ
っ
た

際さ
い

に
怪け

我が

し
て
も
、
警け

い

察さ
つ

は
病

び
ょ
う

院い
ん

に
連つ

れ
て
行い

っ
て
く
れ
て
、

た
だ
で
治ち

療り
ょ
うし
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
留

り
ゅ
う

置ち

所じ
ょ

や
刑け

い

務む

所し
ょ

で
病

び
ょ
う

気き

を
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
全ぜ

ん

額が
く

無む

料り
ょ
うの
治ち

療り
ょ
うを
受う

け
ら
れ
、

入に
ゅ
う

院い
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

な
場ば

合あ
い

は
、
医い

療り
ょ
う

刑け
い

務む

所し
ょ

に
入は

い

る
こ
と
が
で
き

る
。

　
こ
れ
に
対た

い

し
て
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
方ほ

う

は
ど
う
か
。
平へ

い

成せ
い

１
１
年ね

ん

９
月が

つ

、
東と

う

京き
ょ
うの
池い

け

袋ぶ
く
ろで
娘む

す
め
さ
ん
が
通と

お

り
魔ま

に
殺こ

ろ

さ
れ
た
事じ

件け
ん

が
起お

こ
っ
た
。
娘む

す
め
さ
ん
は
救

き
ゅ
う

急き
ゅ
う

車し
ゃ

で
病

び
ょ
う

院い
ん

に
運は

こ

ば
れ
、
４
時じ

間か
ん

後ご

に
亡な

く
な
っ
た
が
、
そ
の
間か

ん

の
治ち

療り
ょ
うに
要よ

う

し
た
費ひ

用よ
う

約や
く

１
７
０
万ま

ん

円え
ん

の
請せ

い

求き
ゅ
う

書し
ょ

が
遺い

族ぞ
く

に
送そ

う

付ふ

さ
れ
た
。
娘む

す
め
さ
ん
を

奪う
ば

わ
れ
た
上う

え

に
、
こ
ん
な
請せ

い

求き
ゅ
う

書し
ょ

を
受う

け
取と

っ
た
遺い

族ぞ
く

の
気き

持も

ち
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
ろ
う
。

　

平へ
い

成せ
い

９
（
１
９
９
７
）
年ね

ん

に
神こ

う

戸べ

で
起お

こ
っ
た
児じ

童ど
う

殺さ
っ

傷
し
ょ
う

事じ

件け
ん

で
は
、
加か

害が
い

者し
ゃ

の
「
少

し
ょ
う

年ね
ん

Ａ
」
に
は
、
精せ

い

神し
ん

科か

医い

た
ち

が
チ
ー
ム
を
作つ

く

り
、
莫ば

く

大だ
い

な
費ひ

用よ
う

を
か
け
て
「
更こ

う

正せ
い

」
に
向む

け
た
取と

り
組く

み
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
被ひ

害が
い

児じ

童ど
う

の
兄あ

に

は
、
大た

い

変へ
ん

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受う

け
、
医い

師し

に
よ
る
治ち

療り
ょ
うを
必ひ

つ

要よ
う

と

し
た
が
、
そ
の
莫ば

く

大だ
い

な
費ひ

用よ
う

は
自じ

前ま
え

で
払は

ら

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

し
ば
ら
く
前ま

え

か
ら
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
治ち

療り
ょ
う

費ひ

は
国く

に

か
ら
給

き
ゅ
う

付ふ

さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
も
一い

ち

年ね
ん

が
限げ

ん

度ど

で
あ
り
、
後こ

う

遺い

症し
ょ
うが
残の

こ
っ
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
費ひ

用よ
う

や
介か

い

護ご

費ひ

用よ
う

は
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
自じ

己こ

負ふ

担た
ん

で
あ
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

に
お
け
る
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

と
は
、
法ほ

う

を
犯お

か

し
た
加か

害が
い

者し
ゃ

の
「
更こ

う

正せ
い

」
の
た
め
に
刑け

い

期き

を
課か

す
と
い
う
「
教

き
ょ
う

育い
く

刑け
い

」

の
思し

想そ
う

［
Ｃ
］
に
立た

っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
救

き
ゅ
う

済さ
い

と
い
う
発は

っ

想そ
う

は
な
い
。

　

だ
か
ら
被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
加か

害が
い

者し
ゃ

に
賠ば

い

償し
ょ
うを
求も

と

め
よ
う
と
す
る
と
、

自み
ず
から
別べ

つ

の
民み

ん

事じ

裁さ
い

判ば
ん

を
起お

こ
す
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
の

証し
ょ
う

拠こ

は
自じ

分ぶ
ん

で
集あ

つ

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

で

の
公こ

う

判は
ん

記き

録ろ
く

を
使つ

か

う
た
め
に
は
、
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

に
申し

ん

請せ
い

し
て
、
自じ

分ぶ
ん

で
コ
ピ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

に
提て

い

出し
ゅ
つす
る
訴そ

状じ
ょ
うの
作さ

く

成せ
い

や
、
裁さ

い

判ば
ん

で

の
相あ

い

手て

方が
た
へ
の
尋じ

ん

問も
ん

な
ど
は
、
弁べ

ん

護ご

士し

に
依い

頼ら
い

せ
ざ
る
を
え
な

い
の
で
、
多た

額が
く

の
費ひ

用よ
う

が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

加か

害が
い

者し
ゃ

の
中な

か

に
は
、
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

の
法ほ

う

廷て
い

で
は
「
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に

は
大た

い

変へ
ん

申も
う

し
訳わ

け

な
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。
深ふ

か

く
反は

ん

省せ
い

し
て
お
り

ま
す
。
必か

な
ら
ず
賠ば

い

償し
ょ
うい
た
し
ま
す
」
な
ど
と
言い

い
な
が
ら
、
そ
の

後ご

の
民み

ん

事じ

裁さ
い

判ば
ん

で
は
、
責せ

き

任に
ん

を
否ひ

定て
い

し
て
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うを
拒き

ょ

否ひ

す
る
人に

ん

間げ
ん

も
少す

く

な
く
な
い
。

　
こ
の
費ひ

用よ
う

と
手て

間ま

に
、
民み

ん

事じ

裁さ
い

判ば
ん

を
諦あ

き
ら
め
て
、
泣な

き
寝ね

入い

り
す
る
被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
平へ

い

成せ
い

１
１
年ね

ん

犯は
ん

罪ざ
い

白は
く

書し
ょ

に
よ
れ
ば
、
殺さ

つ

人じ
ん

、
傷

し
ょ
う

害が
い

致ち

死し

等な
ど

で
生せ

い

命め
い

を
奪う

ば

わ
れ
た
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
遺い

族ぞ
く

が
、
加か

害が
い

者し
ゃ

か
ら
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うを
受う

け
た
割わ

り

合あ
い

は

わ
ず
か
１
０
％
に
過す

ぎ
な
い
。

　

平へ
い

成せ
い

１
８
（
２
０
０
６
）
年ね

ん

に
成せ

い

立り
つ

し
た
「
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償
し
ょ
う

命め
い

令れ
い

制せ
い

度ど

」
は
、
こ
の
点て

ん

の
改か

い

善ぜ
ん

を
狙ね

ら
っ
た
も
の
だ
。
こ
れ
は

被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
申も

う

し
立た

て
を
行お

こ
な
え
ば
、
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

の
有ゆ

う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

言い

い
渡わ

た

し
後ご

、
同お

な

じ
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

が
引ひ

き
続つ

づ

き
、
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

で
の
証

し
ょ
う

拠こ

を
利り

用よ
う

し
て
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うの
審し

ん

理り

を
行お

こ
ない
、
賠ば

い

償し
ょ
う

額が
く

を
決け

っ

定て
い

す
る
。

　

し
か
し
、
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

は
あ
く
ま
で
「
賠ば

い

償し
ょ
う

命め
い

令れ
い

」
を
出だ

す
だ

け
で
、
取と

り
立た

て
ま
で
は
や
っ
て
く
れ
な
い
。
人ひ

と

を
殺さ

っ

傷し
ょ
うす
る

よ
う
な
加か

害が
い

者し
ゃ

が
賠ば

い

償し
ょ
う

命め
い

令れ
い

に
素す

直な
お

に
従し

た
が
わ
な
い
ケ
ー
ス
は

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１８年第５１３９号 	１２月	 ８日	（土曜日）

少す
く

な
く
な
い
だ
ろ
う
し
、そ
ん
な
恐お

そ

ろ
し
い
加か

害が
い

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
、

取と

り
立た

て
に
立た

ち
向む

か
え
る
勇ゆ

う

気き

あ
る
被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
ど
れ
だ
け
い

る
だ
ろ
う
。

　

振ふ

り
込こ

め
詐さ

欺ぎ

な
ど
で
は
、
犯は

ん

人に
ん

の
収

し
ゅ
う

益え
き

を
国く

に

が
没ぼ

っ

収し
ゅ
う、

追つ
い

徴ち
ょ
うし
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
支し

給き
ゅ
うす
る
「
被ひ

害が
い

回か
い

復ふ
く

給き
ゅ
う

付ふ

金き
ん

制せ
い

度ど

」

が
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
が
、
一い

っ

般ぱ
ん

犯は
ん

罪ざ
い

に
つ
い
て
も
同ど

う

様よ
う

に
「
賠ば

い

償
し
ょ
う

命め
い

令れ
い

」
を
国く

に

が
実じ

っ

行こ
う

し
て
取と

り
立た

て
て
く
れ
る
制せ

い

度ど

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
制せ

い

度ど

が
成せ

い

立り
つ

す
れ
ば
、
冒ぼ

う

頭と
う

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
息む

す

子こ

を
亡な

く
し
た
母は

は

親お
や

も
、
弁べ

ん

護ご

士し

Ａ
か
ら
相そ

う

応お
う

の
賠ば

い

償し
ょ
うを
受う

け

取と

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
社し

ゃ

会か
い

正せ
い

義ぎ

と
い
う
も
の
で
は
な

い
か
。

　

犯は
ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

が
無む

視し

さ
れ
て
い
た
、
も
う
一ひ

と
つ
の
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
点て

ん

は
裁さ

い

判ば
ん

で
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
自み

ず
か
ら
意い

見け
ん

を
言い

え
な
い
こ
と
だ
。

　

加か

害が
い

者し
ゃ

は
国こ

く

民み
ん

の
税ぜ

い

金き
ん

で
弁べ

ん

護ご

士し

が
つ
き
、
黙も

く

秘ひ

権け
ん

も
あ

れ
ば
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
責せ

き

任に
ん

を
追お

わ
せ
る
よ
う
な
発は

つ

言げ
ん

も
で
き
る

が
、被ひ

害が
い

者し
ゃ

や
そ
の
遺い

族ぞ
く

は
傍ぼ

う

聴ち
ょ
う

席せ
き

で
黙だ

ま
っ
て
聞き

い
て
い
る
か
、

「
証

し
ょ
う

人に
ん

」
と
し
て
聞き

か
れ
た
こ
と
だ
け
に
答こ

た

え
る
し
か
な
い
。

　

平へ
い

成せ
い

９
（
１
９
９
７
）
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
山や

ま

一い
ち

証し
ょ
う

券け
ん

を
恐

き
ょ
う

喝か
つ

し
て
有ゆ

う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

を
受う

け
た
男お

と
こ
が
、
山や

ま

一い
ち

証し
ょ
う

券け
ん

の
代だ

い

理り

人に
ん

だ
っ

た
岡お

か

村む
ら

勲い
さ
お

弁べ
ん

護ご

士し

を
逆さ

か

恨う
ら

み
し
て
、
殺さ

つ

害が
い

し
よ
う
と
自じ

宅た
く

を

訪お
と
ずれ
、
応お

う

対た
い

に
出で

た
夫ふ

人じ
ん

を
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
で
殺さ

つ

害が
い

す
る

事じ

件け
ん

が
起お

き
た
。

　
こ
の
加か

害が
い

者し
ゃ

は
、
法ほ

う

廷て
い

で
「（
殺こ

ろ

さ
れ
た
）
夫ふ

人じ
ん

が
突と

つ

然ぜ
ん

、

飛と

び
掛か

か
っ
て
き
た
。
１
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
吹ふ

っ
飛と

ば
さ
れ
た
。

そ
れ
で
と
っ
さ
に
刺さ

し
て
し
ま
っ
た
」「
殺こ

ろ

さ
な
け
れ
ば
こ
っ
ち

が
や
ら
れ
る
と
思お

も

っ
た
」
な
ど
と
発は

つ

言げ
ん

し
た
。
傍ぼ

う

聴ち
ょ
う

席せ
き

で
こ

ん
な
発は

つ

言げ
ん

を
黙だ

ま

っ
て
聞き

い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
被ひ

害が
い

者し
ゃ

遺い

族ぞ
く

の
思お

も

い
は
察さ

っ

す
る
に
余あ

ま

り
あ
る
。

　

平へ
い

成せ
い

１
２
（
２
０
０
０
）
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
横よ

こ

浜は
ま

市し

で
女じ

ょ

性せ
い

が

元も
と

同ど
う

級き
ゅ
う

生せ
い

に
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
事じ

件け
ん

で
は
、
被ひ

告こ
く

人に
ん

が
法ほ

う

廷て
い

で
遺い

族ぞ
く

に
向む

か
っ
て
「
お
前ま

え

ら
（
家か

族ぞ
く

）
が
娘む

す
め
（
被ひ

害が
い

者し
ゃ

）
を
迎む

か

え
に
行い

か
な
か
っ
た
か
ら
娘む

す
めは
殺こ

ろ

さ
れ
た
ん
だ
よ
」
と
言い

い
放は

な

ち
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
母は

は

親お
や

が
自じ

殺さ
つ

す
る
と
い
う
事じ

件け
ん

も
起お

き
て
い

る
。

　

平へ
い

成せ
い

１
９
（
２
０
０
７
）
年ね

ん

６
月が

つ

に
成せ

い

立り
つ

し
、
本ほ

ん

年ね
ん

１
２

月が
つ

ま
で
に
施し

行こ
う

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
被ひ

害が
い

者し
ゃ

参さ
ん

加か

制せ
い

度ど

」
で
、
こ
の
点て

ん

は
大お

お

き
く
改か

い

善ぜ
ん

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
裁さ

い

判ば
ん

長ち
ょ
うの
許き

ょ

可か

を
得え

た
上う

え

で
「
被ひ

害が
い

者し
ゃ

参さ
ん

加か

人に
ん

」
と
し
て
、

検け
ん

察さ
つ

官か
ん

に
並な

ら

ん
で
座す

わ

り
、
被ひ

告こ
く

人に
ん

に
質し

つ

問も
ん

し
た
り
、
最さ

い

終し
ゅ
う

意い

見け
ん

陳ち
ん

述じ
ゅ
つが
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
被ひ

害が
い

者し
ゃ

遺い

族ぞ
く

が
加か

害が
い

者し
ゃ

に
「
な
ぜ
自じ

分ぶ
ん

の
妻つ

ま

を
殺こ

ろ

し
た
の
か
」
な
ど
と
質し

つ

問も
ん

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
自じ

分ぶ
ん

た
ち
遺い

族ぞ
く

が
事じ

件け
ん

を
ど
の
よ
う
な
つ
ら
い
思お

も

い
で
受う

け
止と

め

た
の
か
、
語か

た

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加か

害が
い

者し
ゃ

に
自じ

分ぶ
ん

の
犯お

か

し
た
罪つ

み

の
重お

も

さ
を
実じ

っ

感か
ん

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
加か

害が
い

者し
ゃ

の
真し

ん

の
更こ

う

正せ
い

の
た
め
に
も
、
こ
れ
は
効こ

う

果か

的て
き

だ
ろ
う
。

　

た
だ
充

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
法ほ

う

律り
つ

知ち

識し
き

の
な
い
被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
法ほ

う

廷て
い

に
参さ

ん

加か

し
た
と
し
て
も
、有ゆ

う

効こ
う

な
質し

つ

問も
ん

や
陳ち

ん

述じ
ゅ
つが
で
き
る
と
は
限か

ぎ

ら
な
い
。

そ
こ
で
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
代だ

い

理り

人に
ん

と
し
て
弁べ

ん

護ご

士し

が
隣と

な
りに
座す

わ
っ
て
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
代か

わ
っ
て
質し

つ

問も
ん

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
弁べ

ん

護ご

士し

を
雇や

と

う
経け

い

済ざ
い

的て
き

余よ

裕ゆ
う

の
な
い
被ひ

告こ
く

人に
ん

も
多お

お

い
の
で
、
公こ

う

費ひ

で
国こ

く

選せ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
改か

い

正せ
い

案あ
ん

が

出だ

さ
れ
て
い
る
。
加か

害が
い

者し
ゃ

側が
わ

に
国こ

く

選せ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

を
つ
け
て
い
る
以い

上じ
ょ
う、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

側が
わ

に
も
同ど

う

様よ
う

の
措そ

置ち

を
す
る
こ
と
が
公こ

う

正せ
い

だ
ろ

う
。

　

賠ば
い

償し
ょ
う

命め
い

令れ
い

制せ
い

度ど

や
被ひ

害が
い

者し
ゃ

参さ
ん

加か

制せ
い

度ど

は
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
加か

害が
い

者し
ゃ

天て
ん

国ご
く

の
有あ

り
様さ

ま

を
改か

い

善ぜ
ん

す
る
一い

っ

歩ぽ

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
全ぜ

ん

国こ
く

犯は
ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
会か

い

（
あ
す
の
会か

い

）」
の
活か

つ

動ど
う

に
よ
っ
て
実じ

つ

現げ
ん

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同ど
う

会か
い

の
岡お

か

村む
ら

勲い
さ
お

代だ
い

表ひ
ょ
う（
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの
夫ふ

人じ
ん

を
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
弁べ

ん

護ご

士し

）
が
、
平へ

い

成せ
い

１
５
年ね

ん

７
月が

つ

に
小こ

泉い
ず
み

首し
ゅ

相し
ょ
うに
面め

ん

会か
い

し
、
犯は

ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
置お

か
れ
て
い
る
悲ひ

惨さ
ん

な
現げ

ん

状じ
ょ
うを
説せ

つ

明め
い

し
た
と
こ
ろ
、

小こ

泉い
ず
み

首し
ゅ

相し
ょ
うは
「
そ
ん
な
に
ひ
ど
い
の
か
。
す
ぐ
政せ

い

府ふ

と
党と

う

で

検け
ん

討と
う

す
る
」と
約や

く

束そ
く

し
、議ぎ

員い
ん

立り
っ

法ぽ
う

の
う
え
、安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
成せ

い

立り
つ

し
た
。

　
こ
の
法ほ

う

案あ
ん

に
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
社し

ゃ

民み
ん

党と
う

が
反は

ん

対た
い

し
、
日に

本ほ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

連れ
ん

合ご
う

会か
い

が
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
法ほ

う

案あ
ん

阻そ

止し

の
ロ
ビ
ー
活か

つ

動ど
う

を
行

お
こ
な
っ

た
。
反は

ん

対た
い

理り

由ゆ
う

と
し
て
「
法ほ

う

廷て
い

が
復ふ

く

讐し
ゅ
うの
場ば

に
な
る
」
と
か

「
被ひ

告こ
く

人に
ん

が
萎い

縮し
ゅ
くす
る
」「
被ひ

告こ
く

人に
ん

の
防ぼ

う

衛え
い

の
負ふ

担た
ん

が
増ふ

え
る
」

な
ど
が
挙あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

被ひ

告こ
く

人に
ん

が
裁さ

い

判ば
ん

長ち
ょ
うの
許き

ょ

可か

を
得え

て
、
質し

つ

問も
ん

や
発は

つ

言げ
ん

を
す
る

こ
と
が
「
復ふ

く

讐し
ゅ
う」
に
な
る
と
は
、「
被ひ

告こ
く

人に
ん

を
い
か
に
守ま

も

る

 

な
ぜ
被ひ

害が
い

者し
ゃ

よ
り
も

     

加か

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

ば
か
り
守ま

も

ろ
う
と
す
る
の
か

３
．
国こ

く

費ひ

を
食く

い
物も

の

に
す
る

　
　
　
　

人じ
ん

権け
ん

派は

弁べ
ん

護ご

士し

た
ち

し
な
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

た
ち
。

Ｃ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
５
１
２
）

「
教

き
ょ
う

育い
く

刑け
い

」
と
い
う
空く

う

想そ
う

占せ
ん

領り
ょ
う

下か

に
押お

し
つ
け

ら
れ
た
「
教

き
ょ
う

育い
く

刑け
い

」
思し

想そ
う

は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ

で
も
完か

ん

全ぜ
ん

に
否ひ

定て
い

さ
れ
て

い
る
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
後ご

藤と
う

啓け
い

二じ

『
な
ぜ

被ひ

害が
い

者し
ゃ

よ
り
加か

害が
い

者し
ゃ

を

助た
す

け
る
の
か
』、
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ
２
０

な
偏か

た
より
に
よ
る
も
の
か
、
恐お

そ

る
べ
き
知ち

的て
き

怠た
い

慢ま
ん

に
よ
る
も
の
か
、

ど
ち
ら
か
で
し
ょ
う
。［
１
，
Ｐ
５
］

　
こ
の
よ
う
な
一い

ち

部ぶ

専せ
ん

門も
ん

家か

の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的て

き

な
偏か

た
よ
り
」

や
「
恐お

そ

る
べ
き
知ち

的て
き

怠た
い

慢ま
ん

」
を
国こ

く

民み
ん

の
健け

ん

全ぜ
ん

な
常

じ
ょ
う

識し
き

を
持も

っ
て
、

糺た
だ

し
て
い
く
こ
と
が
、
公こ

う

正せ
い

で
安あ

ん

全ぜ
ん

な
国こ

っ

家か

を
実じ

つ

現げ
ん

し
て
い
く

た
め
に
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
３
４
）
オ
ウ
ム
裁さ

い

判ば
ん

と
床と

こ

屋や

の
怒い

か

り
「
人じ

ん

権け
ん

派は

」
の
新し

ん

聞ぶ
ん

や
弁べ

ん

護ご

士し

に
よ
っ
て
、
国こ

く

民み
ん

の
人じ

ん

権け
ん

は
危き

機き

に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
２
０
）
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

が
お
か
し
い
反は

ん

省せ
い

も
し
な

い
殺さ

つ

人じ
ん

犯は
ん

た
ち
に
同ど

う

情じ
ょ
うし
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

遺い

族ぞ
く

を
無む

視し

す
る
お
か

１
．
加か

害が
い

者し
ゃ

と
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

格か
く

差さ

６
．「
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
う
命め

い

令れ
い

制せ
い

度ど

」

２
．
犯は

ん

罪ざ
い

加か

害が
い

者し
ゃ

の
た
め
の　
　

　
　
　
　
　
　

完か
ん

璧ぺ
き

な
福ふ

く

祉し

社し
ゃ

会か
い

８
．
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
裁さ

い

判ば
ん

参さ
ん

加か

４
．
加か

害が
い

者し
ゃ

の
衣い

服ふ
く

費ひ

よ
り
も
少す

く

な
い

        

犯は
ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

者し
ゃ

等な
ど

給き
ゅ
う
付ふ

金き
ん

５
．
加か

害が
い

者し
ゃ

の
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
う

は

        

わ
ず
か
１
０
％

７
．
法ほ

う

廷て
い

で
黙だ

ま

っ
て
聞き

い
て
い
る

　
　

し
か
な
い
被ひ

害が
い

者し
ゃ

９
．
加か

害が
い

者し
ゃ

天て
ん

国ご
く

を

　

          

守ま
も

ろ
う
と
す
る
抵て

い

抗こ
う

勢せ
い

力り
ょ
く

か
」
と
い
う
視し

点て
ん

で
し
か
考

か
ん
が

え
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

「
萎い

縮し
ゅ
くす
る
」「
防ぼ

う

衛え
い

の
負ふ

担た
ん

が
増ふ

え
る
」
も
同ど

う

様よ
う

で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
反は

ん

対た
い

に
つ
い
て
、

［
１
］
の
著ち

ょ

者し
ゃ

・
後ご

藤と
う

啓け
い

二じ

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て
い

る
。

　
刑け

い

事じ

司し

法ほ
う

に
携た

ず
さわ
る
弁べ

ん

護ご

士し

や
刑け

い

法ほ
う

・
刑け

い

訴そ

法ほ
う

学が
く

者し
ゃ

の

多お
お

く
、
あ
る
い
は
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

の

一い
ち

部ぶ

は
、
刑け

い

事じ

司し

法ほ
う

を
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
くと
加か

害が
い

者し
ゃ

の
対た

い

峙じ

と
捉と

ら

え
、
不ふ

当と
う

な
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
くの
行こ

う

使し

か
ら
加か

害が
い

者し
ゃ

を
守ま

も

る
こ
と

を
超こ

え
て
、
加か

害が
い

者し
ゃ

の
権け

ん

利り

擁よ
う

護ご

の
み
を
声こ

わ

高だ
か

に
叫さ

け

び
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
加か

害が
い

者し
ゃ

の

責せ
き

任に
ん

や
刑け

い

を
軽か

る

く
す
る
の
が

任に
ん

務む

で
あ
る
と
で
も
考か

ん
が
え
て

い
る
と
し
か
思お

も

え
な
い
よ
う

な
行こ

う

動ど
う

を
と
り
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
ま
し

た
。・
・
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的て

き
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Anúncio da empresa

 Campanha especial de fim de ano

Decidimos lançar uma campanha especial de fim de ano a partir de 21 de

novembro. Para aqueles que comprarem a assinatura sem-

estral ainda este ano, sejam novos ou atuais assinantes,

ganharão mais um mês de assinatura.

Por exemplo, para aquele cuja assinatura vencer em 15 de fevereiro de

2019, se comprar a assinatura de seis meses ainda este ano, terá a assinatura

estendida até 15 de setembro de 2019, que originalmente seria até 15 de

agosto de 2019.
Para os leitores que aderirem à campanha, pedimos a

gentileza de pagar o valor da assinatura diretamente

na sede do jornal,  no bairro da Liberdade, em São Pau-

lo, pois não podemos emitir boletos bancários para o

pagamento desta campanha. Para os leitores que moram em

outras localidades e queiram participar da campanha, pedimos a gentileza

de telefonar para o jornal, fazer o depósito bancário e enviar uma cópia do

comprovante de depósito.

Será ainda mais proveitoso se fizerem junto a assinatura de seis meses do

Jornal Nippak, nosso jornal semanal em português voltado para os nipo-

descendentes.

O valor da assinatura semestral dos dois jornais seria

de R$ 510,00, mas com esta campanha, o valor será de

R$ 460,00 com um mês a mais, ou seja, serão sete

meses. Se assinarem os dois jornais por um ano, o preço seria de R$

960,00, mas com o desconto, ficará por R$ 870,00.

Para aqueles que pagarem a assinatura pessoalmente na sede do jornal até

o final do ano, ganharão de presente um exemplar do

“Cultura Japonesa 5”, livro publicado por este jornal.

Avisem seus amigos e conhecidos e aproveitem a

campanha!

Para informações ou assinaturas por telefone, o contato é (11) 3340-6060.

Solicitamos a gentileza de ligarem no período da tarde,

pois no período da manhã a linha pode ficar conges-

tionada. Quem preferir pode nos contatar por e-mail, os endereços são:

nikkeyshimbun@yahoo.com.br e assinatura@nippak.jp.
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す
安や

す

永な
が

忠た
だ

邦く
に

さ
ん
（
９
７
、

二に

世せ
い

）
は
、
今こ

年と
し

も
プ
ロ
ミ
ッ

ソ
ン
か
ら
参さ

ん

加か

し
た
。「
今こ

年と
し

は
最さ

い

高こ
う

の
一い

ち

年ね
ん

で
し
た
」
と
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

の
プ
ロ
ミ
ッ
ソ

ン
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
振ふ

り

返か
え

り
、
陛へ

い

下か

の
皇こ

う

太た
い

子し

時じ

代だ
い

に
東と

う

宮ぐ
う

御ご

所し
ょ

で
ご
接せ

っ

見け
ん

を
受う

け
た
こ
と
に

も
触ふ

れ
、「
私わ

た
し

ど
も
に
と
っ
て
、

皇こ
う

族ぞ
く

は
普ふ

通つ
う

の
方か

た

と
は
思お

も

え

な
い
。
謁え

っ

見け
ん

し
た
時と

き

の
あ
の

　

少
し
ょ
う

子し

高こ
う

齢れ
い

化か

に
よ
り
介か

い

護ご

人じ
ん

材ざ
い

不ぶ

足そ
く

が
深し

ん

刻こ
く

化か

す
る
日に

本ほ
ん

―
―
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

上か
み

川か
わ

郡ぐ
ん

東ひ
が
し

川が
わ

町ち
ょ
うで
、
介か

い

護ご

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

向む

け
に
給

き
ゅ
う

付ふ

型が
た

奨し
ょ
う

学が
く

金き
ん

制せ
い

度ど

が
始は

じ

ま
る
。
２
年ね

ん

間か
ん

介か
い

護ご

を
学ま

な

ん
だ
後の

ち

、
５
年ね

ん

間か
ん

指し

定て
い

の
介か

い

護ご

施し

設せ
つ

で
勤き

ん

務む

す
れ
ば
、
全ぜ

ん

額が
く

返へ
ん

済さ
い

不ふ

要よ
う

と
な
る
。
国こ

く

籍せ
き

や
年ね

ん

齢れ
い

を
問と

わ
ず
、
Ｎ
２
相そ

う

当と
う

の
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くが
条

じ
ょ
う

件け
ん

。
だ
が
現げ

ん

在ざ
い

は
Ｎ
３
、４
相そ

う

当と
う

で
あ
っ
て
も
、
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

を
受じ

ゅ

給き
ゅ
うし
な
が
ら
一い

ち

年ね
ん

程て
い

度ど

日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ん
だ
う
え
、
介か

い

護ご

科か

に
進す

す

む
こ
と
が
で
き
る
。
町ま

ち

が
責せ

き

任に
ん

を
持も

っ
て
支し

援え
ん

し
、

最さ
い

長ち
ょ
うで
３
年ね

ん

間か
ん

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
うや
生せ

い

活か
つ

費ひ

が
全ぜ

ん

額が
く

免め
ん

除じ
ょ

さ
れ
る
と
い
う
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
の
多お

お

い
制せ

い

度ど

だ
。

感か
ん

激げ
き

は
生

し
ょ
う

涯が
い

忘わ
す

れ
ら
れ
な
い
。

写し
ゃ

真し
ん

を
見み

る
度た

び

に
、
当と

う

時じ

の

記き

憶お
く

が
蘇

よ
み
が
えり
ま
す
」
と
矍か

く

鑠
し
ゃ
く

と
語か

た

っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ン
ベ
ル
ナ
ド
・
ド
・
カ

ン
ポ
市し

の
コ
レ
ジ
オ
・
ア
ル

モ
ニ
ア
の
機き

関か
ん

紙し

４
５
号ご

う

が

１
２
月が

つ

に
発は

っ

行こ
う

さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
６
月が

つ

２
９
日に

ち

か
ら
２
１
日に

ち

間か
ん

、
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

れ
、
国こ

っ

家か

資し

格か
く

取し
ゅ

得と
く

を
前ぜ

ん

提て
い

と
し
た
留

り
ゅ
う

学が
く

が
認み

と

め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受う

け

て
、
同ど

う

町ち
ょ
うが
近き

ん

隣り
ん

市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

と
新し

ん

設せ
つ

を
進す

す

め
て
い
る
の
が

介か
い

護ご

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

向む

け
の
給

き
ゅ
う

付ふ

型が
た

奨し
ょ
う

学が
く

金き
ん

制せ
い

度ど

だ
。

　
こ
れ
は
北き

た

工こ
う

学が
く

園え
ん

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
対た

い

象し
ょ
う。
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力
り
ょ
く

試し

験け
ん

２
級

き
ゅ
う

相そ
う

当と
う

が
条

じ
ょ
う

件け
ん

で
、

国こ
く

籍せ
き

や
年ね

ん

齢れ
い

問と

わ
ず
。
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
うと
生せ

い

活か
つ

費ひ

含ふ
く

め
年ね

ん

間か
ん

２
５
０
万ま

ん

円え
ん

を
支し

給き
ゅ
うし
、
２

年ね
ん

間か
ん

で
国こ

っ

家か

資し

格か
く

取し
ゅ

得と
く

を

目め

指ざ

す
。
学が

く

生せ
い

ビ
ザ
で
は
週

し
ゅ
う

２
８
時じ

間か
ん

の
ア
ル
バ
イ
ト
が

認み
と

め
ら
れ
て
お
り
、
働は

た
ら
き
な

が
ら
学ま

な

ぶ
こ
と
が
可か

能の
う

だ
。

　

た
だ
し
、
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

後ご

は
近き

ん

隣り
ん

の
指し

定て
い

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

で
５
年ね

ん

間か
ん

働は
た
らく
の
が
条

じ
ょ
う

件け
ん

。
と
は
い

え
、
そ
の
間か

ん

も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

職
し
ょ
く

員い
ん

と
同ど

う

等と
う

の
給

き
ゅ
う

与よ

が
支し

給
き
ゅ
う

さ
れ
る
（
年ね

ん

収し
ゅ
うは
約や

く

２
８
０

～
３
０
０
万ま

ん

円え
ん

）。
た
だ
し
、

退た
い

学が
く

や
離り

職し
ょ
くす
る
場ば

合あ
い

は
、

返へ
ん

済さ
い

義ぎ

務む

が
発は

っ

生せ
い

す
る
。
介か

い

護ご

で
の
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

は
最さ

い

長ち
ょ
う５

年ね
ん

、
更こ

う

新し
ん

可か

能の
う

だ
。

　

な
お
、
２
０
２
２
年ね

ん

迄ま
で

は

国こ
っ

家か

試し

験け
ん

に
落お

ち
て
も
、
継け

い

続ぞ
く

し
て
働は

た
ら

く
こ
と
が
可か

能の
う

。

制せ
い

度ど

は
移い

行こ
う

期き

に
あ
り
、
５

年ね
ん

間か
ん

勤き
ん

続ぞ
く

す
れ
ば
自じ

動ど
う

的て
き

に

国こ
っ

家か

資し

格か
く

を
取し

ゅ

得と
く

で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
Ｎ
３
、４
相そ

う

当と
う

で
、
か

つ
一い

ち

年ね
ん

間か
ん

程て
い

度ど

で
介か

い

護ご

科か

に

進し
ん

学が
く

が
見み

込こ

め
る
場ば

合あ
い

に
は
、

同ど
う

学が
く

園え
ん

日に

本ほ
ん

語ご

科か

で
一い

ち

年ね
ん

間か
ん

勉べ
ん

強き
ょ
うで
き
る
。
そ
の
間か

ん

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
う、
生せ

い

活か
つ

費ひ

等な
ど

も
全す

べ

て
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

の
対た

い

象し
ょ
う。
介か

い

護ご

科か

で
の

２
年ね

ん

間か
ん

の
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

と
合あ

わ
せ
、

５
年ね

ん

間か
ん

の
指し

定て
い

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

で

の
勤き

ん

務む

に
よ
り
返へ

ん

済さ
い

不ふ

要よ
う

と

な
る
。

　

同ど
う

学が
く

園え
ん

で
は
別べ

っ

途と

、
１
年ね

ん

半は
ん

、
２
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

コ
ー
ス

を
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

語ご

レ
ベ
ル
等な

ど

に
よ
り
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
うは

全ぜ
ん

額が
く

も
し
く
は
半は

ん

額が
く

免め
ん

除じ
ょ

、

寮り
ょ
う

費ひ

も
半は

ん

額が
く

免め
ん

除じ
ょ

さ
れ
る
。

Ｎ
５
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
こ
ち

ら
の
コ
ー
ス
で
学ま

な

ん
だ
う
え
、

介か
い

護ご

科か

に
進す

す

む
こ
と
も
可か

。

介か
い

護ご

科か

進し
ん

学が
く

を
前ぜ

ん

提て
い

と
し
な

い
日に

本ほ
ん

語ご

留り
ゅ
う

学が
く

で
も
、
適て

き

応お
う

さ
れ
る
措そ

置ち

だ
。

　

制せ
い

度ど

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し

た
市い

ち

川か
わ

直な
お

樹き

副ふ
く

町ち
ょ
う

長ち
ょ
うは
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
と
っ
て
、
日に

本ほ
ん

の
ど
こ

で
働は

た
ら
く
か
は
難む

ず
か
し
い
選せ

ん

択た
く

を

迫せ
ま

ら
れ
る
時じ

代だ
い

。
本ほ

ん

制せ
い

度ど

は

き
ち
ん
と
介か

い

護ご

を
学ま

な

ん
で
か

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
団だ

ん

体た
い

ア
フ
リ
カ
・

ド
・
コ
ラ
ソ
ン
（
ジ
ャ
ン
・

カ
ト
ゥ
ン
バ
代だ

い

表ひ
ょ
う）
が
「
黒こ

く

人じ
ん

意い

識し
き

啓け
い

発は
つ

の
日ひ

」
の
１
１

月が
つ

２
０
日か

午ご

前ぜ
ん

、
聖せ

い

市し

パ
カ

エ
ン
ブ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で

『
難な

ん

民み
ん

カ
ッ
プ
』
の
決け

っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

を
開か

い

催さ
い

し
た
。

　

同ど
う

大た
い

会か
い

に
は
２
７
国こ

く

籍せ
き

の

選せ
ん

手し
ゅ

ら
９
３
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うに
よ

る
４
１
チ
ー
ム
が
参さ

ん

加か

し
、

聖せ
い

、
リ
オ
、
ポ
ル
ト
・
ア
レ

グ
レ
市し

で
予よ

選せ
ん

を
行

お
こ
な

っ
た
。

決け
っ

勝し
ょ
うに
は
難な

ん

民み
ん

選せ
ん

抜ば
つ

チ
ー
ム

の
マ
ラ
イ
カ
（
ア
フ
リ
カ
の

部ぶ

族ぞ
く

）
と
ア
ン
ゴ
ラ
チ
ー
ム

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
、
見み

事ご
と

マ
ラ
イ
カ

が
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
収お

さ

め
た
。
同ど

う

大た
い

会か
い

は
２
０
１
４
年ね

ん

か
ら
開か

い

催さ
い

さ

れ
て
お
り
、
難な

ん

民み
ん

問も
ん

題だ
い

へ
の

関か
ん

心し
ん

を
高た

か

め
、
難な

ん

民み
ん

の
社し

ゃ

会か
い

進し
ん

出し
ゅ
つの
促そ

く

進し
ん

を
目も

く

的て
き

と
し
て

ら
仕し

事ご
と

に
進す

す

む
こ
と
が
で
き
、

市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

が
全ぜ

ん

責せ
き

任に
ん

を
負お

っ
て

や
っ
て
い
る
と
い
う
点て

ん

に
違ち

が

い

が
あ
る
」
と
自じ

信し
ん

を
伺う

か
が
わ
せ

る
。

　
「
日に

本ほ
ん

で
や
っ
て
い
く
に
は
、

日に

本ほ
ん

の
習

し
ゅ
う

慣か
ん

や
文ぶ

ん

化か

、
日に

本ほ
ん

語ご

を
習

し
ゅ
う

得と
く

す
る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

。

そ
の
点て

ん

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
優ゆ

う

位い

に

い
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
肌は

だ

寒さ
む

い
曇く

も

り
空ぞ

ら

の

下し
た

、
ア
ン
ゴ
ラ
、
伯は

っ

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う

後ご

に
試し

合あ
い

が
は
じ
ま
っ

た
。
激は

げ

し
い
ぶ
つ
か
り
合あ

い

を
見み

せ
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
奪う

ば

い
合あ

い
、
後こ

う

半は
ん

で
マ
ラ
イ
カ

チ
ー
ム
が
ゴ
ー
ル
を
決き

め

た
。
さ
ら
に
後こ

う

半は
ん

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

間ま

際ぎ
わ

に
ア
ン
ゴ
ラ
も
１
点て

ん

を
取と

り
返か

え

し
、
Ｐ
Ｋ
戦せ

ん

へ
。
マ
ラ

式
しき

典
てん

には４００人
にん

以
い

上
じょう

が駆
か

けつけた（撮
さつ

影
えい

・望
もち

月
づき

二
じ

郎
ろう

）

　

今こ
ん

月げ
つ

２
３
日に

ち

に
８
５
歳さ

い

を

迎む
か

え
ら
れ
る
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

を
祝し

ゅ
く

し
、「
天て

ん

皇の
う

誕た
ん

生
じ
ょ
う

日び

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

」
が
５
日か

午ご

後ご

、

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

で
催も

よ
お

さ
れ

た
。
平へ

い

成せ
い

最さ
い

後ご

と
な
る
陛へ

い

下か

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

と
あ
っ
て
、
地ち

方ほ
う

か
ら
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

が
駆か

け
つ
け
、

約や
く

４
０
０
人に

ん

で
公こ

う

邸て
い

は
ご
っ

た
が
え
し
と
な
り
、
み
な
で

皇こ
う

室し
つ

の
弥い

や

栄さ
か

を
祈い

の

っ
た
。

　

来ら
い

年ね
ん

１
月が

つ

７
日か

に
在ざ

い

位い

３
０
年ね

ん

を
迎む

か

え
ら
れ
る
陛へ

い

下か

は
４
月が

つ

３
０
日に

ち

に
退た

い

位い

さ
れ
、

５
月が

つ

１
日に

ち

に
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が

新し
ん

天て
ん

皇の
う

に
即そ

く

位い

さ
れ
る
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
うの
後あ

と

、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
こ
れ
ま
で

に
三さ

ん

度ど

、
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

で
伯は

っ

国こ
く

を
訪ほ

う

問も
ん

さ

れ
た
。
地ち

理り

的て
き

に
遠と

お

い
場ば

所し
ょ

に
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど

多お
お

く
皇こ

う

族ぞ
く

が
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
国く

に

は
他ほ

か

に
な
い
。
長な

が

い
歴れ

き

史し

と

共と
も

に
大た

い

変へ
ん

緊き
ん

密み
つ

と
な
っ
た
皇こ

う

室し
つ

と
伯は

っ

国こ
く

の
関か

ん

係け
い

が
、
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

ご
即そ

く

位い

の
後あ

と

も
長な

が

く

続つ
づ

く
こ
と
を
期き

待た
い

申も
う

し
上あ

げ

ま
す
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。

　

本ほ
ん

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

に
触ふ

れ
て
、「
皆み

な

様さ
ま

の

心こ
こ
ろに
深ふ

か

く
記き

憶お
く

さ
れ
て
い
る
の

は
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

の
御ご

訪ほ
う

問も
ん

で
は
」
と
話は

な

し
、「
殿で

ん

下か

に

は
当と

う

地ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
温あ

た
た

か
さ

や
、
日に

本ほ
ん

と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
深ふ

か

い
絆き

ず
な

が
伝つ

た

わ
っ
た
も
の
と
確か

く

信し
ん

育い
く

シ
ス
テ
ム
を
体た

い

験け
ん

す
る
目も

く

的て
き

で
、
中

ち
ゅ
う

等と
う

部ぶ

の
生せ

い

徒と

１
１

人に
ん

が
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

旅り
ょ

行こ
う

に

行い

っ
た
。
帝て

塚づ
か

山や
ま

学が
く

園え
ん

（
奈な

良ら

県け
ん

）、
廣ひ

ろ

池い
け

学が
く

園え
ん

（
千ち

葉ば

県け
ん

）、
立り

つ

命め
い

館か
ん

慶け
い

祥し
ょ

学が
っ

校こ
う

（
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）、
水み

つ

海か
い

道ど
う

の
学が

っ

校こ
う

（
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

）
な
ど
と
交こ

う

流り
ゅ
う

を

持も

っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
ほ
か
、

広ひ
ろ

島し
ま

の
宮み

や

島じ
ま

、
姫ひ

め

路じ

城じ
ょ
う、
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
うと
文ぶ

ん

化か

の
交こ

う

流り
ゅ
うセ
ン

タ
ー
、
広ひ

ろ

島し
ま

平へ
い

和わ

記き

念ね
ん

資し

料
り
ょ
う

館か
ん

、
富ふ

士じ

山さ
ん

、
大お

お

阪さ
か

城じ
ょ
うな
ど

に
加く

わ

え
、
京

き
ょ
う

都と

、
札さ

っ

幌ぽ
ろ

、
東と

う

京き
ょ
うな
ど
の
観か

ん

光こ
う

名め
い

所し
ょ

も
訪お

と
ず

れ

た
と
の
こ
と
。
大お

と
な人
で
も
一い

ち

度ど

に
そ
れ
だ
け
名め

い

所し
ょ

を
回ま

わ

る

の
は
珍め

ず
ら

し
い
。
な
か
な
か
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

だ
。
子こ

供ど
も

時じ

代だ
い

か
ら
こ
れ
だ
け
見み

て
お

け
ば
、
き
っ
と
日に

本ほ
ん

好ず

き
な

大お
と
な人
に
な
る
？
！

　

旭
あ
さ
ひ

川か
わ

市し

に
隣り

ん

接せ
つ

し
「
写し

ゃ

真し
ん

の
町ま

ち

」
と
し
て
知し

ら
れ
る
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
東

ひ
が
し

川が
わ

町ち
ょ
うは
、
人じ

ん

口こ
う

お
よ
そ
８
３
０
０
人に

ん

。
少

し
ょ
う

子し

高こ
う

齢れ
い

化か

対た
い

策さ
く

と
し
て
外が

い

国こ
く

人じ
ん

き
た
。
現げ

ん

在ざ
い

、
市し

人じ
ん

口こ
う

の
約や

く

４
％
が
外が

い

国こ
く

人じ
ん

で
占し

め
ら
れ

る
。

　

１
６
年ね

ん

法ほ
う

改か
い

正せ
い

で
在ざ

い

留
り
ゅ
う

資し

格か
く

に
「
介か

い

護ご

」
が
追つ

い

加か

さ

５
年ね

ん

間か
ん

勤き
ん

務む

で
全ぜ

ん

額が
く

返へ
ん

済さ
い

不ふ

要よ
う

に

国こ
く

籍せ
き

問と

わ
ず
、
Ｎ
４
か
ら
可か

イ
カ
チ
ー
ム
が
見み

事ご
と

勝し
ょ
う

利り

を

収お
さ

め
、
歓か

ん

声せ
い

が
上あ

が
っ
た
。

　

そ
の
後ご

両り
ょ
うチ
ー
ム
へ
の
授じ

ゅ

賞し
ょ
うが
行お

こ
な

わ
れ
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
ブ

ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
聖せ

い

市し

長ち
ょ
う、
ス
ポ
ー
ツ
人じ

ん

権け
ん

局き
ょ
く

長
ち
ょ
う

ら
が
メ
ダ
ル
を
贈お

く

っ
た
。
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
受う

け
取と

っ
た
マ

ラ
イ
カ
チ
ー
ム
は
尻し

り

で
跳は

ね

な
が
ら
前ぜ

ん

進し
ん

す
る
「
尻し

り

ダ
ン

ス
」
で
勝

し
ょ
う

利り

を
祝い

わ

っ
た
。
ま

関か
ん

心し
ん

高た
か

め
、
社し

ゃ

会か
い

進し
ん

出し
ゅ
つ

目め

指ざ

す

優ゆ
う

勝し
ょ
う

は
マ
ラ
イ
カ
選せ

ん

抜ば
つ

チ
ー
ム

た
、同ど

う

チ
ー
ム
の
マ
ヴ
ィ
ス・

ア
ジ
ャ
リ
監か

ん

督と
く

は
選せ

ん

手し
ゅ

に
抱か

か

え
ら
れ
な
が
ら
「
優ゆ

う

勝し
ょ
うだ
！　

世せ

界か
い

で
一い

ち

番ば
ん

だ
」
と
大お

お

喜
よ
ろ
こ

び
し
な
が
ら
拳こ

ぶ
し

を
突つ

き
上あ

げ

た
。

　

伯は
っ

国こ
く

の
邦ほ

う

字じ

雑ざ
っ

誌し

や
日に

本ほ
ん

の
十と

勝か
ち

毎ま
い

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

な
ど
で
同ど

う

大た
い

会か
い

に
つ
い
て
広ひ

ろ

め
て
き
た

大お
お

浦う
ら

智と
も

子こ

さ
ん
は
、「
主し

ゅ

催さ
い

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

難な
ん

民み
ん

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
、
当と

う

地ち

で

難な
ん

民み
ん

の
た
め
に
奔ほ

ん

走そ
う

し
て
き

た
。
言こ

と

葉ば

や
習

し
ゅ
う

慣か
ん

も
違ち

が

う

中な
か

、
ジ
ャ
ン
代だ

い

表ひ
ょ
うら
が
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

や
民み

ん

間か
ん

企き

業ぎ
ょ
うを
動う

ご

か
し
て
こ

れ
だ
け
の
大た

い

会か
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
た

の
は
尊そ

ん

敬け
い

に
値あ

た
い

す
る
。
２
～

３
０
代だ

い

が
多お

お

い
彼か

れ

ら
は
今こ

ん

後ご

、
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

に
良よ

い
刺し

激げ
き

を
与あ

た

え
る
存そ

ん

在ざ
い

に
な
る
と
思お

も

う
。
厳き

び

し
い
社し

ゃ

会か
い

を
生い

き
延の

介
かい

護
ご

留
りゅう

学
がく

生
せい

に奨
しょう

学
がく

金
きん

制
せい

度
ど

新
しん

設
せつ

（７） ２０１８年第５１３９号 	１２月	 ８日	（土曜日）

大お
お

浦う
ら

氏し

「
平へ

い

和わ

を
体た

い

現げ
ん

さ
れ
た
お
方か

た

」

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

で
400
人に

ん

が
祝い

わ

う

天
てん

皇
のう

誕
たん

生
じょう

日
び

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

優
ゆう

勝
しょう

した難
なん

民
みん

選
せん

抜
ばつ

チームのマライカ

北
ほ っ

海
か い

道
ど う

東
ひがし

川
が わ

町
ちょう

サッカー難
なん

民
みん

カ ッ プ

　

今こ

年と
し

の
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

に
は
、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ

れ
た
マ
リ
リ
ア
、
カ
フ
ェ
ラ
ン

ジ
ア
、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
な
ど
の

地ち

方ほ
う

か
ら
の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

も
。「
元げ

ん

気き

な
う
ち
は
聖せ

い

市し

ま
で
出で

て

き
て
お
祝い

わ

い
し
た
い
」
と
話は

な

あ
る
と
考か

ん
がえ
て
い
る
」と
話は

な

し
、

「
学が

く

生せ
い

の
な
か
に
は
、
介か

い

護ご

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

で
あ
る
日に

本ほ
ん

で
優す

ぐ

れ

た
技ぎ

術じ
ゅ
つを
学ま

な

び
、
帰き

国こ
く

し
て

会か
い

社し
ゃ

を
興お

こ

し
た
い
と
い
う
意い

欲よ
く

的て
き

な
学が

く

生せ
い

も
い
る
」
と
い

う
。

　

同ど
う

学が
く

園え
ん

の
平ひ

ら

戸と

繁し
げ
る

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うも
「
現げ

ん

在ざ
い

、
１
８
３

人に
ん

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
い
る
。
専せ

ん

門も
ん

職し
ょ
くと
し
て
日に

本ほ
ん

に
在ざ

い

留り
ゅ
うし
て

も
よ
い
し
、
日に

本ほ
ん

で
の
経け

い

験け
ん

を
ブ
ラ
ジ
ル
に
持も

ち
帰か

え

る
道み

ち

な
ど
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
進し

ん

路ろ

の
選せ

ん

択た
く

肢し

を
選え

ら

ん
で
頂い

た
だ
き
た
い
」
と

話は
な

す
。
伯は

っ

国こ
く

も
い
ず
れ
は
高こ

う

齢れ
い

化か

す
る
流な

が

れ
に
あ
り
、
帰き

伯は
く

後ご

に
日に

本ほ
ん

仕し

込こ

み
の
介か

い

護ご

技ぎ

術じ
ゅ
つを
活い

か
す
こ
と
も
夢ゆ

め

で

は
な
さ
そ
う
だ
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協き
ょ
う

会か
い

の
馬ば

場ば

光み
つ

男お

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う（
１
１
・
９
９
９
４
０
・ 

２
３
１
３
、
Ｅ
メ
ー
ル
・

sp
-m

b
ab

a@
yah

o
o

.
co.jp

）
ま
で
。

し
て
い
る
。
殿で

ん

下か

の
ご
訪ほ

う

問も
ん

が
大た

い

変へ
ん

素す

晴ば

ら
し
い
も
の
に

な
っ
た
の
は
皆み

な

様さ
ま

の
お
蔭か

げ

」
と

支し

援え
ん

に
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
た
。

　

そ
の
他ほ

か

、
日に

本ほ
ん

で
相あ

い

次つ

い

だ
自し

然ぜ
ん

災さ
い

害が
い

に
対た

い

す
る
伯は

っ

国こ
く

か
ら
の
支し

援え
ん

に
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ

た
他ほ

か

、
翌よ

く

年と
し

の
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

を

展て
ん

望ぼ
う

。
最さ

い

後ご

に
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の

益ま
す

々ま
す

の
ご
健け

ん

康こ
う

と
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
更さ

ら

な
る
関か

ん

係け
い

発は
っ

展て
ん

を
祈き

念ね
ん

し
、
乾か

ん

杯ぱ
い

と
な
っ
た
。

　

今き
ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
最さ

い

後ご

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

と
あ
っ
て
、
夫ふ

う

婦ふ

揃そ
ろ

っ
て
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
大お

お

浦う
ら

文ふ
み

雄お

さ
ん

（
９
４
、
香か

川が
わ

県け
ん

）
は
「
激げ

き

動ど
う

の
時じ

代だ
い

を
生い

き
抜ぬ

か
れ
た

昭し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

に
対た

い

し
て
、
陛へ

い

下か

は
そ
の
お
人ひ

と

柄が
ら

や
お
姿す

が
た

か
ら
、

ま
さ
に
平へ

い

和わ

を
体た

い

現げ
ん

さ
れ
た

よ
う
な
お
方か

た

」
と
話は

な

す
。
現げ

ん

行こ
う

憲け
ん

法ぽ
う

下か

で
初は

じ

め
て
即そ

く

位い

さ

れ
た
陛へ

い

下か

は
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

天て
ん

皇の
う

と
し

て
の
有あ

り
方か

た

を
模も

索さ
く

し
、
戦せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

の
旅た

び

を
大た

い

切せ
つ

に
続つ

づ

け
て
こ
ら
れ
た
。

　

９
７
年ね

ん

に
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
救

き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

・
憩い

こ
い

の
園え

ん

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た

折お
り

、
歓か

ん

迎げ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

を
取と

り
仕し

切き

っ
た
大お

お

浦う
ら

さ
ん
は
「
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
謁え

っ

見け
ん

し
た
当と

う

時じ

の
田た

中な
か

福ふ
く

蔵ぞ
う

会か
い

長ち
ょ
うが
『
陛へ

い

下か

が
在ざ

い

位い

さ
れ
て
い
る
う
ち
は
、
平へ

い

和わ

な
世よ

が
続つ

づ

く
こ
と
だ
ろ
う
』

と
話は

な

し
て
い
た
。
そ
の
平へ

い

成せ
い

の
世よ

が
終お

わ
る
の
か
」
と
寂さ

び

し
さ
を
滲に

じ

ま
せ
た
。

び
た
だ
け
に
思お

も

い
や
り
の
深ふ

か

い
人ひ

と

も
多お

お

い
。
彼か

れ

ら
と
接せ

っ

し

て
い
て
難な

ん

民み
ん

へ
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
な
っ

た
」
と
語か

た

っ
た
。

　

同ど
う

大た
い

会か
い

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
バ
セ

ッ
ト
・
ジ
ャ
ロ
ー
ル
さ
ん

（
２
８
）
は
シ
リ
ア
出

し
ゅ
っ

身し
ん

。

内な
い

戦せ
ん

に
よ
り
家か

族ぞ
く

と
離ば

な

れ
出

し
ゅ
っ

兵ぺ
い

、
友ゆ

う

人じ
ん

が
命い

の
ち

を
落お

と
し
て

い
く
の
を
見み

た
ジ
ャ
ロ
ー
ル

さ
ん
は
命い

の
ち

が
け
で
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え
、
レ
バ
ノ
ン
か
ら
伯は

っ

国こ
く

へ

渡わ
た

っ
た
と
い
う
。

　

ジ
ャ
ロ
ー
ル
さ
ん
は
同ど

う

大た
い

会か
い

に
つ
い
て
「
サ
ッ
カ
ー
は

世せ

界か
い

的て
き

な
『
言げ

ん

語ご

』。
大た

い

会か
い

に
よ
る
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

と
の
統と

う

合ご
う

を
目め

指ざ

し
、
難な

ん

民み
ん

問も
ん

題だ
い

に
気き

づ
く
き
っ
か
け
に
な
る
。
伯は

っ

国こ
く

政せ
い

府ふ

や
企き

業ぎ
ょ
う、伯は
っ

国こ
く

民み
ん

が
、

戦せ
ん

争そ
う

や
苦く

る

し
み
の
中な

か

で
生い

き

よ
う
と
す
る
難な

ん

民み
ん

に
目め

を
向む

け
、
同お

な

じ
人に

ん

間げ
ん

だ
と
気き

づ
く

こ
と
に
繋つ

な

が
る
」
と
語か

た

っ
た
。

　
「
今こ

ん

回か
い

は
３
州し

ゅ
う

で
大た

い

会か
い

が

行お
こ

な
わ
れ
た
。
難な

ん

民み
ん

が
聖せ

い

、

リ
オ
州し

ゅ
う

だ
け
で
な
く
地ち

球
き
ゅ
う

上じ
ょ
うの
ど
こ
に
も
い
る
と
い
う

認に
ん

識し
き

に
繋つ

な

が
る
こ
と
を
期き

待た
い

し
て
い
る
。
伯は

っ

国こ
く

だ
け
で
な

く
、
我わ

れ

々わ
れ

の
訴う

っ
た

え
が
世せ

界か
い

中
じ
ゅ
う

に
届と

ど

く
こ
と
を
祈い

の

っ
て
い

る
」
と
述の

べ
た
。

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

誘ゆ
う

致ち

を
推す

い

進し
ん

し

て
き
た
同ど

う

町
ち
ょ
う

は
、
１
４
年ね

ん

に
町

ち
ょ
う

内な
い

の
北ほ

っ

工こ
う

学が
く

園え
ん

旭
あ
さ
ひ

川か
わ

福ふ
く

祉し

専せ
ん

門も
ん

学が
っ

校こ
う

に
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

科か

を
開か

い

設せ
つ

。
１
５
年ね

ん

に
は
全ぜ

ん

国こ
く

初は
つ

と
な
る
公こ

う

立り
つ

の
東

ひ
が
し

川か
わ

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

を
開か

い

校こ
う

す
る
な
ど

画か
っ

期き

的て
き

な
施し

策さ
く

を
講こ

う

じ
て
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Envelhecimento (04/12/2018)

Em 1º de setembro, o total 
de centenários no Japão atin-
giu o total sem precedentes 
de 69 mil, refletindo o enve-
lhecimento da sociedade ja-
ponesa. Vem crescendo tam-
bém a quantidade de idosos 
que praticam exercícios 
físicos com a determina-
ção de manter-se saudáveis 
e ativos. Muitas pessoas se 
inspiram em Yuichiro Miu-
ra, aventureiro que assume 
continuamente um grande 
número de desafios mesmo 
com o avanço da idade.
Comprova esta tendência a 
melhoria da resistência físi-
ca e da habilidade atlética de 
idosos japoneses. Mulheres 
com mais de 65 anos e ho-
mens acima dos 70 registra-
ram resultados recorde em 

testes físicos em um estudo 
anual realizado pela Agên-
cia de Esportes do Japão 
no ano fiscal de 2017. Fica 
evidente que pessoas com o 
costume de se exercitar de 
modo regular estão dotadas 
proporcionalmente de maior 
força física.
O governo japonês encoraja 
o exercício físico da popula-
ção para reduzir gastos com 
atendimento médico-hos-
pitalar e assistência a ido-
sos, de maneira que assim 
as pessoas tenham maior 
“expectativa de vida sau-
dável”, isto é, longevidade 
sem necessidade de assis-
tência. Um estudo realizado 
em 2016 pelo Ministério da 
Saúde, Trabalho e Bem-es-
tar Social do Japão mostra 

que a expectativa no país foi 
de 74,79 anos para o sexo 
feminino e de 72,14 anos 
para o masculino. Trata-se, 
nos dois casos, de números 
maiores que o do estudo an-
terior, de 2015.
Hisashi Naito, professor da 
Faculdade de Ciências da 
Saúde e dos Esportes, da 
Universidade Juntendo, des-
taca que, no Japão, pessoas 
nas faixas dos 70 e dos 80 
anos pertencem à geração 
que passou pela adolescên-
cia enquanto o país se recu-
perava do final da Segunda 
Guerra Mundial. Explica 
que elas eram jovens quan-
do houve o acelerado cres-
cimento econômico, tendo 
se beneficiado da melhoria 
da nutrição no pós-guerra e 

Conselheiros da diretoria 
da Nissan Motor ainda não 
escolheram os candidatos 
para ocupar a liderança da 
empresa. Eles se reuniram 
na terça pela primeira vez 
desde a prisão de Carlos 
Ghosn no mês passado.
Fontes informaram que os 
três diretores externos da 
Nissan discutiram a questão 

O governo japonês afir-
mou que a receita tributária 
para os primeiros sete me-
ses do atual ano fiscal foi a 
maior já registrada, graças, 
em parte, ao robusto desem-
penho empresarial.
Segundo funcionários do 
Ministério das Finanças, a 
receita totalizou aproxima-

O ministro da Defesa do 
Japão, Takeshi Iwaya, afir-
mou que o escritório da 
pasta em Okinawa suspen-
deu temporariamente os 
trabalhos relacionados ao 
plano de transferência de 
uma base dos Estados Uni-
dos, após o governo local ter 
apontado que medidas ne-
cessárias nesse sentido não 
foram tomadas.

de um crescimento corporal 
constante a cada ano.
O professor lembra que, 
quando a Olimpíada se re-
alizou em Tóquio em 1964, 
houve um aumento do inte-
resse por esportes e um cres-
cimento da resistência física 
da população. Afirma que as 
tendências de então levaram 
aos resultados dos estudos 
atuais.
Naito assinala que, com 
constantes exercícios fí-
sicos, o corpo humano se 
adapta e continuar a ser ágil 
mesmo em idade avançada. 
Ele manifesta expectativa de 
que os Jogos Olímpicos de 
2020 em Tóquio sejam uma 
oportunidade para que todos 
voltem a se interessar por 
exercícios físicos e esportes.

Nissan (05/12/2018)

Economia (04/12/2018)

Base militar (04/12/2018)

Nissan continua sem possível substituto de 
Carlos Ghosn

Receita tributária para os primeiros 7 meses do atual 
ano fiscal registra alta histórica no Japão

Escritório do Ministério da Defesa do Japão em Okinawa 
suspende trabalhos de aterramento

junto com um diretor da Re-
nault, parceira da japonesa, 
por videoconferência.
Em novembro, a mesa dire-
tora havia decidido que os 
três conselheiros externos 
da empresa apresentariam 
nomes para ocupar a vaga 
de Ghosn.
Como acionista majoritá-
ria da Nissan, a montadora 

damente 190 bilhões de dó-
lares entre os meses de abril 
e outubro. Trata-se de uma 
alta de 4,2% em termos de 
ienes em relação ao mesmo 
período do ano passado.
Enquanto a receita de im-
postos corporativos cresceu 
acentuadamente, ganhos 
pessoais mais altos também 

O escritório de defesa em 
Okinawa ordenou, na se-
gunda-feira, que terra e areia 
fossem carregadas em um 
navio no píer de uma em-
presa privada na cidade de 
Nago.
Trata-se de preparativos 
para os trabalhos de ater-
ramento visando construir 
uma instalação para substi-
tuir a base aérea de Futen-

francesa diz que tem o direi-
to de decidir o novo diretor 
do conselho da japonesa.
A Renault se baseia em um 
acordo firmado pelas duas 
empresas há 19 anos, quan-
do a Nissan enfrentava sé-
rias dificuldades financeiras.
Segundo o documento, posi-
ções como chefe-executivo 
de operações e superiores 

geraram um aumento no di-
nheiro coletado do imposto 
de renda.
O ministério disse que o to-
tal para o ano fiscal inteiro 
pode superar cerca de 530 
bilhões de dólares, caso o 
ímpeto atual seja mantido. 
Isso estabeleceria uma nova 
máxima histórica.

Um levantamento reali-
zado no Japão mostra que 
governos municipais en-
frentam dificuldades para 
prestar assistência cotidiana 
ao crescente número de es-
trangeiros no país.
Em novembro, a NHK en-
viou questionários para o 

governo municipal de 50 
localidades japonesas que 
acolhem estrangeiros em 
proporção relativamente 
elevada.
Trinta por cento dos gover-
nos consultados dizem não 
estar capacitados a ampliar 
o atendimento para lidar 

com estrangeiros vindos de 
nações muito diversificadas.
Alguns ressaltam que, além 
de inglês e português, preci-
sam agora atender nos gui-
chês e em vários locais nos 
idiomas vietnamita e nepa-
lês, entre outras línguas.
Indagados sobre o que de-

Municípios japoneses enfrentam 
dificuldades para atender estrangeiros

Estrangeiros  (06/12/2018)

sejam do governo japonês 
para solucionar as dificul-
dades, mais de 70% respon-
deram “auxílio financeiro”. 
Além disso, 36% disseram 
necessitar de vários profis-
sionais, como intérpretes e 
pedagogos.

Especialistas dos Estados 
Unidos afirmaram que a 
Coreia do Norte construiu 
e continua ampliando uma 
base de mísseis de longo 
alcance, meses após a rea-
lização da cúpula entre os 
líderes dos dois países.
Na quarta-feira, uma equipe 
do Instituto Middlebury de 
Estudos Internacionais em 
Monterrey revelou sua aná-
lise de imagens de satélite 
de uma base de mísseis nor-
te-coreana situada nas mon-
tanhas próximas à fronteira 
com a China.
As imagens exibem um vale 
ocupado com edifícios, que, 
de acordo com especialistas, 
inclui o quartel-general da 
base e a entrada de um túnel 
que abriga os mísseis.
A equipe também destacou 
que, no ano passado, traba-

Coreia do Norte (06/12/2018)

Especialistas dos EUA dizem que 
Coreia do Norte está ampliando 
base de mísseis de longo alcance

lhadores começaram a 
cavar um túnel na monta-
nha, em um outro local a 
cerca de dez quilômetros 
da base.
Segundo os especialis-
tas, os trabalhadores de-
vem estar construindo 
uma enorme instalação 
subterrânea e as obras 
continuavam em agosto 
deste ano. Isso ocorreu 
após o presidente ame-
ricano Donald Trump 
se encontrar com o líder 
norte-coreano Kim Jong 
Un no mês de junho, em 
Cingapura.
Os especialistas disseram 
que tais instalações de-
veriam ser examinadas, 
pois mísseis de longo 
alcance capazes de atin-
gir os Estados Unidos 
podem ser posicionados 
no local.

da Nissan precisam ser ocu-
padas por pelo menos um 
membro da Renault.
A montadora japonesa pla-
neja tomar uma decisão fi-
nal na reunião da diretoria 
agendada para o dia 17 de 
dezembro. O novo líder será 
escolhido com base na lista 
de candidatos propostos pe-
los conselheiros externos.

No entanto, os funcionários 
também apontaram um pos-
sível declínio no montan-
te da receita de empresas. 
Isso se deve porque muitas 
companhias estão baixando 
suas previsões de lucros por 
causa de preocupações com 
repercussões da disputa co-
mercial entre os Estados 
Unidos e a China.

ma, pertencente ao Corpo de 
Fuzileiros Navais dos Esta-
dos Unidos, no distrito cos-
teiro de Henoko, em Nago.
O governo central planeja 
iniciar trabalhos de aterra-
mento em escala total, na 
sexta-feira da próxima se-
mana, apesar da oposição 
local.
A província de Okinawa 
pediu a suspensão do car-

regamento, chamando-o 
de “trabalho ilegal”, pois o 
escritório de defesa não en-
viou os documentos neces-
sários às autoridades locais.
Na terça-feira, o ministro 
Iwaya declarou à imprensa 
que espera que a situação 
seja revista o quanto antes, 
e que, caso falhas sejam en-
contradas, o escritório as cor-
rija e vá adiante com o plano.

 ANO XXI  –  Nº 5139 SÃO PAULO, SÁBADO, 8 DE DEZEMBRO DE 2018 R$ 4,00


	08-12 p1
	08-12 p2
	08-12 p3
	08-12 p4
	08-12 p5
	08-12 p6
	08-12 p7
	08-12 p8

